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『
十
八
史
略
』
の
「
三
国
志
」
の
部
分

原
漢
文
と
書
き
下
し
文
、
そ
の
他

加
藤

徹

０
１
【
黄
巾
の
乱
】
十
八
史
略

鉅
鹿
張
角
、
以
妖
術
教
授
。
号
太
平
道
。
符
水
療
病
。
遣
弟
子
遊
四
方
、
転
相
誑
誘
。
十
余
年
間
徒
衆

数
十
万
。
置
参
十
六
方
。
大
方
万
余
、
小
方
六
七
千
、
各
立
渠
帥
。
一
時
倶
起
。
皆
著
黄
巾
所
在
燔
劫
、

旬
月
之
間
、
天
下
響
応
。
遣
皇
甫
嵩
等
討
黄
巾
。

鉅
鹿(

き
ょ
ろ
く)

の
張
角
、
妖
術
を
以
て
教
授
す
。
太
平
道
と
号
す
。
符
水(

ふ
す
い)

を
以
て
病
を
療

す
。
弟
子
を
遣
は
し
て
四
方
に
遊
ば
し
め
、
転(

う
た)

た
相
誑
誘(

き
ょ
う
ゆ
う)

す
。
十
余
年
間
に
徒
衆

数
十
万
あ
り
、
参
十
六
方
を
置
く
。
大
方
は
万
余
、
小
方
は
六
七
千
、
各
〻
（
お
の
お
の
）
渠
帥(

き
ょ

す
い)

を
立
つ
。
一
時
倶(

と
も)

に
起
る
。
皆
黄
巾(

こ
う
き
ん)

を
著(

つ)

け
、
所
在
に
燔
劫(

は
ん
き
ょ

う)

す
。
旬
月
の
間
、
天
下
響
応
す
。
皇
甫
嵩(
こ
う
ほ
す
う)

ら
を
遣
は
し
て
黄
巾
を
討
た
し
む
。

(

以
下
、
吉
川
英
治
『
三
国
志
』
桃
園
の
巻
よ
り
引
用

青
空
文
庫
版)

ま
た
、
黄
巾
軍
の
徒
党
は
、
全
軍
の
旗
も
す
べ
て
黄
色
を
用
い
、
そ
の
大
旆
に
は
、

お
お
は
た

蒼
天
已
死

そ
う
て
ん
す
で
に
し
す

黄
夫
当

立

こ
う
ふ
ま
さ
に
た
つ
べ
し

レ

歳
在

甲
子

と
し
こ
う
し
に
あ
り
て

二

一

天
下
大
吉

て
ん
か
だ
い
き
ち

と
い
う
宣
文
を
書
き
、
党
の
楽
謡
部
は
、
そ
の
宣
文
に
、
童
歌
風
の
や
さ
し
い
作
曲
を
つ
け
て
、
党
兵
に
唄
わ

せ
、
部
落
や
村
々
の
地
方
か
ら
郡
、
県
、
市
、
都
へ
と
熱
病
の
よ
う
に
う
た
い
流
行
ら
せ
た
。

は

や

大
賢
良
師
張
角
！

大
賢
良
師
張
角
！

今
は
、
三
歳
の
児
童
も
、
そ
の
名
を
知
ら
ぬ
は
な
く
、

（
―
―
蒼
天
ス
デ
ニ
死
ス
。
黄
夫
マ
サ
ニ
立
ツ
ベ
シ
）

と
唄
っ
た
後
で
は
、
張
角
の
名
を
囃
し
て
、
今
に
も
、
天
上
の
楽
園
が
地
上
に
実
現
す
る
よ
う
な
感
を
民
衆

は
や

に
抱
か
せ
た
。

け
れ
ど
、
黄
巾
党
が
跋
扈
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
楽
土
は
お
ろ
か
、
一
日
の
安
穏
も
土
民
の
中
に
は
な
か
っ
た
。

ば
っ

こ

あ
ん
の
ん

張
角
は
自
己
の
勢
力
に
服
従
し
て
く
る
愚
民
ど
も
へ
は
、

（
太
平
を
楽
し
め
）
と
、
逸
楽
を
許
し
、

い
つ
ら
く

（
わ
が
世
を
謳
歌
せ
よ
）
と
、
暗
に
掠
奪
を
奨
励
し
た
。

お
う

か

そ
の
代
り
に
、
逆
ら
う
者
は
、
仮

借

な
く
罰
し
、
人
間
を
殺
し
、
財
宝
を
掠
め
と
る
こ
と
が
、
党
の
日
課
だ
っ

さ
か

か

し
ゃ
く

か
す

た
。

地
頭
や
地
方
の
官
吏
も
、
防
ぎ
よ
う
は
な
く
、
中
央
の
洛
陽
の
王
城
へ
、
急
を
告
げ
る
こ
と
も
ひ
ん
ぴ
ん
で
あ

じ

と
う

っ
た
が
、
現
下
、
漢
帝
の
宮
中
は
、
頽
廃
と
内
争
で
乱
脈
を
き
わ
め
て
い
て
、
地
方
へ
兵
を
や
る
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ

た
い
は
い

た
。

天
下
一
統
の
大
業
を
完
成
し
て
、
後
漢
の
代
を
興
し
た
光
武
帝
か
ら
、
今
は
二
百
余
年
を
経
、
宮
府
の
内

外
に
は
ま
た
、
よ
う
や
く
腐
爛
と
崩
壊
の
兆

が
あ
ら
わ
れ
て
き
た
。

ふ

ら
ん

ち
ょ
う

十
一
代
の
帝
、
桓
帝
が
逝
い
て
、
十
二
代
の
帝
位
に
つ
い
た
霊
帝
は
、
ま
だ
十
二
、
三
歳
の
幼
少
で
あ
る
し
、

か
ん
て
い

ゆ

輔
佐
の
重
臣
は
、
幼
帝
を
あ
ざ
む
き
合
い
、
朝

綱
を
猥
り
に
し
、
佞
智
の
者
が
勢
い
を
得
て
、
真
実
の
あ
る
人
材

ち
ょ
う
こ
う

み
だ

ね

い

ち
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は
、
み
な
野
に
追
わ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
状
態
で
あ
った
。

心
あ
る
者
は
、
ひ
そ
か
に
、

（
ど
う
な
り
行
く
世
か
？
）
と
、
憂
え
て
い
る
と
こ
ろ
へ
、
地
方
に
蜂
起
し
た
黄
巾
賊
の
口
々
か
ら
、

ほ
う

き

―
―
蒼
天
已
死

そ
う
て
ん
す
で
に
し
す

の
童
歌
が
流
行
っ
て
き
て
、
後
漢
の
末
世
を
暗
示
す
る
声
は
、
洛
陽
の
城
下
に
ま
で
、
満
ち
て
い
た
。

(

引
用
終
わ
り)

０
２
【
月
旦
評
】
十
八
史
略

嵩
与
沛
国
曹
操
、
合
軍
破
賊
。
操
父
嵩
、
為
宦
者
曹
騰
養
子
。
或
云
、
夏
侯
氏
子
也
。
操
少
機
警
、
有

権
数
。
任
侠
放
蕩
、
不
治
行
業
。
汝
南
許
劭
、
与
従
兄
靖
有
高
名
。
共
覈
論
郷
党
人
物
。
毎
月
輒
更
其
題

品
。
故
汝
南
俗
有
月
旦
評
。
操
往
問
劭
曰
、
我
何
如
人
。
劭
不
答
。
劫
之
。
乃
曰
、
子
治
世
之
能
臣
、
乱

世
之
姦
雄
。
操
喜
而
去
。
至
是
以
討
賊
起
。

嵩
、
沛
国
の
曹
操
と
軍
を
合
せ
て
賊
を
破
る
。
操
の
父
嵩
、
宦
者
曹
騰
の
養
子
と
為
る
。
或
い
は
云
ふ
、

す
う

は
い
こ
く

そ
う
そ
う

ぐ
ん

あ
は

ぞ
く

や
ぶ

そ
う

ち
ち
す
う

か
ん
じ
ゃ
そ
う
と
う

よ
う

し

な

あ
る

い

夏
侯
氏
の
子
な
り
と
。
操
、
少
く
し
て
機
警
、
権
数
有
り
。
任

侠

放
蕩
に
し
て
行

業

を
治
め
ず
。
汝
南

か

こ
う

し

こ

そ
う

わ
か

き

け

い

け
ん
す
う

あ

に
ん
き
ょ
う
ほ
う
と
う

こ
う
ぎ
ょ
う

を
さ

じ
ょ
な
ん

の
許

劭

、
従

兄
の
靖
と
高
名
有
り
。
共
に

郷

党
の
人
物
を
覈
論
す
。
毎
月
、

輒

ち
其
の
題
品
を

更

き
ょ
し
ょ
う

じ
ゅ
う
け
い

せ
い

こ
う
め
い

あ

と
も

き
ょ
う
と
う

じ
ん
ぶ
つ

か
く
ろ
ん

ま
い
つ
き

す
な
は

そ

だ
い
ひ
ん

あ
ら
た

む
。故
に
汝
南
の
俗
に
月
旦
の

評

有
り
。
操
、往
き
て

劭

に
問
ひ
て
曰
く
「
我
は
如
何
な
る
人
ぞ
」と
。
劭

、

ゆ
ゑ

じ
ょ
な
ん

ぞ
く

げ
っ
た
ん

ひ
ょ
う

あ

そ
う

ゆ

し
ょ
う

と

い
は

わ
れ

い

か

ひ
と

し
ょ
う

答
へ
ず
。
之
を

劫

す
。

乃

ち
曰
く
「
子
は
治
世
の
能
臣
、
乱
世
の
姦
雄
な
り
」
と
。
操
、

喜

び
て
去

こ
た

こ
れ

お
び
や
か

す
な
は

い
は

し

ち

せ
い

の
う
し
ん

ら
ん
せ
い

か
ん
ゆ
う

そ
う

よ
ろ
こ

さ

る
。
是
に
至
り
て
賊
を
討
つ
を
以
て
起
こ
る
。

こ
こ

い
た

ぞ
く

う

も
っ

お(

以
下
、
吉
川
英
治
『
三
国
志
』
桃
園
の
巻
よ
り
引
用

青
空
文
庫
版)

曹
操
は
一
日
、
そ
の
許
子
将
を
訪
れ
た
。
座
中
、
弟
子
や
客
ら
し
い
の
が
大
勢
い
た
。
曹
操
は
名
乗
っ
て
、
彼
の

忌
憚
な
い
「
曹
操
評
」
を
聞
か
し
て
も
ら
お
う
と
思
った
が
、
子
将
は
、
冷
た
い
眼
で
一
眄
し
た
の
み
で
、
卑
し
ん
で

い
ち
べ
ん

い
や

ろ
く
に
答
え
て
く
れ
な
い
。

「
ふ
ふ
ん
…
…
」

曹
操
も
、
持
前
の
皮
肉
が
つ
い
鼻
先
へ
出
て
、
こ
う
揶
揄
し
た
。

や

ゆ

「
―
―
先
生
、
池
の
魚
は
毎
度
鑑
て
お
い
で
ら
し
い
が
、
ま
だ
大
海
の
巨
鯨
は
、
こ
の
部
屋
で
鑑
た
こ
と
が
あ
り
ま

み

せ
ん
ね
」

す
る
と
、
許
子
将
は
、
学
究
ら
し
い
薄
べ
っ
た
く
て
、
黒
ず
ん
だ
唇
か
ら
、
抜
け
た
歯
を
あ
ら
わ
し
て
、

「
豎
子
、
何
を
い
う
！

お
前
な
ん
ぞ
は
、
治
世
の
能
臣
、
乱
世
の
姦
雄
だ
」

じ

ゅ

し
と
、
初
め
て
答
え
た
。

聞
く
と
、
曹
操
は
、

「
乱
世
の
姦
雄
だ
と
。
―
―
結
構
だ
」

彼
は
、
満
足
し
て
去
っ
た
。

(

引
用
終
了)

(

注)

許
劭
の
曹
操
評
は
、
正
史
で
は
「
治
世
之
能
臣
、
乱
世
之
姦
雄
」
（
『
三
国
志
』
魏
書
・
武
帝
紀
注
）
あ
る
い

は
「
清
平
之
姦
賊
、
乱
世
之
英
雄
」
（
『
後
漢
書
』
許
劭
伝
）
で
あ
っ
た
。
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０
３
【
張
角
の
死
】
十
八
史
略

皇
甫
嵩
討
張
角
。
角
死
。
嵩
与
其
弟
戦
、
破
斬
之
。

皇
甫
嵩
、
張
角
を
討
つ
。
角
死
す
。
嵩
、
其
の
弟
と
戦
ひ
、
破
り
て
之
を
斬
る
。

０
４
【
献
帝
即
位
】
十
八
史
略

上
崩
。
在
位
二
十
二
年
、
改
元
者
四
、
曰
建
寧
・
熹
平
・
光
和
・
中
平
、
子
辨
立
。
何
太
后
臨
朝
。
后

兄
大
将
軍
何
進
、
録
尚
書
事
。
袁
紹
勧
進
誅
宦
官
。
太
后
未
肯
。
紹
等
画
策
、
召
四
方
猛
将
、
引
兵
向
京
、

以
脅
太
后
、
遂
召
将
軍
董
卓
之
兵
。
卓
未
至
。
進
為
宦
官
所
殺
。
紹
勒
兵
捕
諸
宦
官
、
無
少
長
皆
殺
之
。

凡
二
千
余
人
。
有
無
鬚
而
誤
死
者
。
卓
至
問
乱
由
。
辨
年
十
四
、
語
不
可
了
。
陳
留
王
答
無
遺
。
卓
欲
廃

立
。
紹
不
可
。
卓
怒
。
紹
出
奔
。
卓
遂
廃
辨
。
陳
留
王
立
。
是
為
孝
献
皇
帝
。

上(

し
ょ
う)

崩
ず
。
在
位
二
十
二
年
、
改
元
す
る
こ
と
四
、
建
寧
・
熹
平
・
光
和
・
中
平
と
曰
ふ
。
子

の
弁
、
立
つ
。
何
太
后
、
朝
に
臨
む
。
后
の
兄
、
大
将
軍
・
何
進(

か
し
ん)

、
録
尚
書
事
と
な
る
。
袁
紹

(

え
ん
し
ょ
う)

、
進
に
宦
官
を
誅
せ
よ
と
勧
む
。
太
后
、
未
だ
肯(

が
え)

ん
ぜ
ず
。
紹
ら
画
策
し
、
四
方

の
猛
将
を
召
し
て
兵
を
引(

ひ
き
ゐ)

て
京(

け
い)

に
向
か
ひ
、
以
て
太
后
を
脅
か
し
、
遂
に
将
軍
董
卓(

と

う
た
く)

の
兵
を
召
す
。
卓
、
未
だ
至
ら
ず
。
進
、
宦
官
の
殺
す
所
と
為
る
。
紹
、
兵
を
勒(

ろ
く)

し
て

諸
〻(

も
ろ
も
ろ)

の
宦
官
を
捕
へ
、
少
長
と
無
く
皆
、
之
を
殺
す
。
凡
そ
二
千
余
人
な
り
。
鬚(

ひ
げ)

無

く
し
て
誤
ち
て
死
す
る
者
有
り
。
卓
、
至
り
、
乱
の
由(

よ
し)

を
問
ふ
。
弁
、
年
十
四
、
語
、
了
す
べ
か

ら
ず
。
陳
留
王
、
答
へ
て
遺(

の
こ)

す
無
し
。
卓
、
廃
立
せ
ん
と
欲
す
。
紹
、
可(

き)

か
ず
。
卓
、
怒
る
。

紹
、
出
奔
す
。
卓
、
遂
に
弁
を
廃
す
。
陳
留
王
、
立
つ
。
是
を
孝
献
皇
帝
と
為
す
。

(

注)

献
帝(

１
８
１
～
２
３
４)

。
姓
は
劉
、
諱(

い
み
な)

は
協
、
字(

あ
ざ
な)

は
伯
和
。
後
漢
の
最
後
の
皇
帝
。
禅

譲
し
て
退
位
し
、
山
陽
公
と
な
っ
た
。
魏
に
よ
る
諡
号(

し
ご
う)

は
孝
献
皇
帝
、
蜀
漢
に
よ
る
諡
号
は
孝
愍
皇

帝
。
古
代
日
本
の
東
漢
氏(

や
ま
と
の
あ
や
う
じ)

は
献
帝
の
子
孫
と
称
し
た
。

０
５
【
反
董
卓
連
合
軍
】
十
八
史
略

孝
献
皇
帝
名
協
、
九
歳
為
董
卓
所
立
。
関
東
州
郡
、
起
兵
討
卓
、
推
袁
紹
為
盟
主
。
卓
焼
洛
陽
宮
廟
、

遷
都
長
安
。

孝
献
皇
帝
、
名
は
協
、
九
歳
に
し
て
董
卓
の
立
つ
所
と
為
る
。
関
東
の
州
郡
、
兵
を
起
し
て
卓
を
討
ち
、

袁
紹(

え
ん
し
ょ
う)

を
推(

お)

し
て
盟
主
と
為
す
。
卓
、
洛
陽
の
宮
廟(

き
ゅ
う
び
ょ
う)

を
焼
き
、
都
を

長
安
に
遷(

う
つ)

す
。

頼
山
陽
「
詠
三
国
人
物
十
二
絶
句
」

六
、
本
初

冀
北
万
蹄
麾
蓋
辺

群
雄
用
武
孰
斉
肩

不
蹂
千
里
青
青
草

熟
視
阿
瞞
先
著
鞭

冀
北

万
蹄

麾

ね
き
て
辺
を
蓋
ふ

き

ほ
く

さ
し
ま

お
ほ

群
雄

武
を
用
ゆ
る

孰
か
肩
を
斉
し
う
す
る

た
れ

ひ
と

蹂
ま
ず

千
里
青
青
の
草

ふ熟
視
す
れ
ば

阿
瞞

先
づ
鞭
を
著

す

あ

ま

ん

む
ち

む
ち

ち
ゃ
く
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千
里
青
青
草=

董
卓
の
ア
ナ
グ
ラ
ム
。

阿
瞞=
曹
操
の
小
字
。

著=

「
著
作
」
「
著
名
」
の
と
き
は
チ
ョ
と
読
む
が
、
「
著
鞭
」
の
と
き
は
チ
ャ
ク
と
読
む
。

[

大
意]袁

紹
は
最
初
、
ヒ
ー
ロ
ー
だ
っ
た
。
彼
は
反
・
董
卓
連
合
軍
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
冀
北
の
地
か
ら
攻
め
寄
せ
て

き
た
。
し
か
し
、
い
ざ
開
戦
と
な
る
と
、
董
卓
の
強
大
な
軍
事
力
が
こ
わ
く
な
り
、
足
踏
み
し
た
。
敵
と
見
合
っ
て

い
る
う
ち
に
、
袁
紹
よ
り
ず
っ
と
小
物
だ
っ
た
曹
操
が
先
鞭
を
つ
け
、
自
軍
に
進
撃
の
号
令
を
く
だ
し
た
。

せ
ん
べ
ん

[

評]｢

先
鞭
を
つ
け
る
」
は
、
漢
文
の
四
字
成
語
で
は
「
先
我
著
鞭
」
な
い
し
「
先
吾
著
鞭
」
。

０
６
【
孫
堅
】
十
八
史
略

長
沙
太
守
富
春
孫
堅
、
起
兵
討
卓
。
至
南
陽
。
衆
数
万
、
与
袁
術
合
兵
。
術
与
紹
同
祖
。
皆
故
太
尉
袁

安
之
玄
孫
也
。
袁
氏
四
世
五
公
、
富
貴
異
於
佗
公
族
。
紹
壮
健
有
威
容
、
愛
士
。
士
輻
湊
。
術
亦
俠
気
。

至
是
皆
起
。
堅
撃
敗
卓
兵
。
術
遺
堅
図
荊
州
。
為
劉
表
将
黄
祖
歩
兵
所
射
死
。

長
沙
の
太
守
・
富
春
の
孫
堅(

そ
ん
け
ん)

、
兵
を
起
し
て
卓
を
討
つ
。
南
陽
に
至
る
。
衆
数
万
、
袁
術

(

え
ん
じ
ゅ
つ)

と
兵
を
合(

が
っ)

す
。
術
は
紹
と
同
祖
な
り
。
皆
、
故(

も
と)

の
太
尉
・
袁
安
の
玄
孫
な

り
。
袁
氏
、
四
世
五
公
、
富
貴
、
佗(

た)

の
公
族
に
異
な
り
。
紹
、
壮
健
に
し
て
威
容
あ
り
。
士
を
愛
す
。

士
、
輻
湊(

ふ
く
そ
う)

す
。
術
も
亦
た
侠
気
あ
り
。
是(

こ
こ)

に
至
り
て
皆
起
る
。
堅
、
撃
ち
て
卓
の
兵

を
敗
る
。
術
、
堅
を
し
て
荊
州
を
図
ら
し
む
。
劉
表
の
将
・
黄
祖(

こ
う
そ)

の
歩
兵
の
射
る
所
と
為
り
て

死
す
。

０
７
【
呂
布
と
董
卓
】
十
八
史
略

司
徒
王
允
等
、
密
謀
誅
卓
。
中
郎
将
呂
布
、
膂
力
過
人
。
卓
信
愛
之
。
嘗
小
失
卓
意
。
卓
手
戟
擲
布
。

布
避
得
免
。
允
結
布
為
内
応
。
卓
入
朝
、
伏
勇
士
於
北
掖
門
刺
之
。
卓
堕
車
大
呼
呂
布
。
布
曰
、
有
詔
討

賊
臣
。
応
声
持
矛
、
刺
卓
趣
斬
之
。
先
是
卓
築
塢
于
郿
、
積
穀
為
参
十
年
儲
。
金
銀
・
綺
錦
・
奇
玩
、
積

如
丘
山
。
自
云
、
事
成
拠
天
下
。
不
成
守
此
以
老
。
至
是
暴
屍
於
市
。
卓
素
肥
。
吏
為
大
炷
、
置
臍
中
然

之
。
光
達
曙
者
数
日
。
卓
党
与
兵
犯
闕
、
殺
王
允
。
呂
布
走
。

司
徒
・
王
允(

お
う
い
ん)

ら
、
密
か
に
謀
り
て
卓
を
誅
す
。
中
郎
将
・
呂
布(

り
ょ
ふ)

、
膂
力(

り
ょ

り
ょ
く)

人
に
過
ぐ
。
卓
、
之
を
信
愛
す
。
嘗
て
少
し
く
卓
の
意
を
失
ふ
。
卓
、
手
づ
か
ら
戟(

ほ
こ)

も

て
布
に
擲(

な
げ
う)

つ
。
布
、
避
け
て
免(

ま
ぬ
か)

る
る
を
得
た
り
。
允
、
布
に
結
び
て
内
応
を
為
さ
し

む
。
卓
の
入
朝
す
る
と
き
、
勇
士
を
北
掖
門(

ほ
く
え
き
も
ん)

に
伏
せ
て
之
を
刺
す
。
卓
、
車
よ
り
墜
ち

て
、
大
い
に
呂
布
を
呼
ぶ
。
布
曰
く
「
詔(

み
こ
と
の
り)

有
り
て
賊
臣
を
討
つ
」
と
。
声
に
応
じ
て
矛
を

持
ち
、
卓
を
刺
し
趣(

す
み
や)

か
に
之
を
斬
る
。
是
よ
り
先
、
卓
、
塢(

お)

を
郿(

び)

に
築
き
、
穀
を
積

み
て
参
十
年
の
儲
を
為
す
。
金
銀
・
綺
錦
・
奇
玩
、
積
む
こ
と
丘
山
の
如
し
。
自
ら
云
ふ
「
事
成
ら
ば
天

下
に
拠(

よ)

ら
ん
。
成
ら
ず
ん
ば
此(

こ
れ)

を
守
り
て
以
て
老
い
ん
」
と
。
是(

こ
こ)

に
至
り
て
屍(

し)

を
市
に
暴(

さ
ら)

す
。
卓
、
素(

も
と)

よ
り
肥
え
た
り
。
吏
、
大
炷(

だ
い
し
ゅ)

を
為(

つ
く)

り
て
臍
中

(

せ
い
ち
ゅ
う)

に
置
き
、
之
を
然(

や)

く
。
光
、
曙
に
達
す
る
こ
と
数
日
な
り
。
卓
の
党
、
兵
を
挙
げ
て

闕(

け
つ)

を
犯
し
、
王
允
を
殺
す
。
呂
布
走
る
。

０
８
【
劉
備
、
関
羽
、
張
飛
】
十
八
史
略

涿
郡
劉
備
、
字
玄
徳
、
其
先
出
於
景
帝
。
中
山
靖
王
勝
之
後
也
。
有
大
志
。
少
語
言
、
喜
怒
不
形
於
色
。
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河
東
関
羽
、
涿
郡
張
飛
、
与
備
相
善
。
備
起
。
二
人
従
之
。

涿
郡(

た
く
ぐ
ん)

の
劉
備
、
字
は
玄
徳
、
其
の
先(

せ
ん)

は
景
帝
よ
り
出
づ
。
中
山
靖
王(

ち
ゅ
う
ざ

ん
せ
い
お
う)

勝
の
後(

の
ち)

な
り
。
大
志
有
り
。
語
言
、
少
な
く
、
喜
怒
、
色
に
形(

あ
ら)

は
れ
ず
。

河
東
の
関
羽
、
涿
郡
の
張
飛
、
備
と
相
善(

よ)

し
。
備
、
起
る
。
二
人
、
之
に
従
ふ
。

頼
山
陽
「
詠
三
国
人
物
十
二
絶
句
」

一
、
先
主

長
腕
双
垂
閑
不
勝

結
髦
織
履
枉
多
能

幢
幢
一
樹
柔
桑
緑

展
到
蜀
山
青
万
層

長
腕

双
つ
な
が
ら
垂
れ
て

閑
に
勝
へ
ず

ふ
た

た

か
ん

た

髦
を
結
び
履
を
織
り
て

枉
し
く
多
能
な
り

ぼ
う

り

む
な

幢
幢
た
る
一
樹

柔

桑

緑
な
り

ど
う
ど
う

じ
ゅ
う
そ
う

展
べ
て
蜀

山
の
青
き
こ
と
万
層
に
到
る

の

し
ょ
く
さ
ん

先
主=

劉
備
の
こ
と
。
両
腕
は
膝
ま
で
届
く
ほ
ど
長
く
、
耳
も
人
並
み
は
ず
れ
て
大
き
か
っ
た
。

幢
幢
一
樹･･･=

劉
備
の
一
族
が
住
む
邸
の
角
に
大
き
な
桑
の
木
が
生
え
て
い
て
、
皇
帝
の
乗
る
屋
根
付

き
馬

車
の
よ
う
な
形
に
茂
っ
て
い
た
。
幼
い
劉
備
は
「
将
来
、
き
っ
と
こ
ん
な
馬
車
に
乗
れ
る
よ
う
な

人
物
に
な
っ
て
や

る
」
と
宣
言
し
た
、
と
い
う
。

[

大
意]蜀

漢
の
皇
帝
と
な
っ
た
劉
備
は
、
若
い
こ
ろ
は
不
遇
だ
っ
た
。
人
並
み
は
ず
れ
た
長
い
腕
、
と
い
う
異
相
を
も
ち

な
が
ら
、
生
活
の
た
め
ム
シ
ロ
や
わ
ら
じ
を
編
ん
で
暮
ら
し
て
い
た
。
彼
が
子
供
の
こ
ろ
、
邸
に
生
え
て
い
た
桑
の

木
の
若
葉
に
か
け
た
夢
は
、
後
に
見
事
に
成
功
し
て
、
蜀
漢
の
国
土
に
青
青
と
広
が
る
山
林
に
ま
で
つ
な
が
っ
た
。

[

評]

子
供
の
こ
ろ
の
夢
を
捨
て
き
れ
な
い
人
が
、
意
外
と
大
成
す
る
も
の
だ
。

[

参
考]

正
史
『
三
国
志
』
蜀
書
・
先
主
伝
：
先
主
少
孤
、
与
母
販
履
織
席
、
為
業
。
舍
東
南
角
籬
上
有
桑
樹
、
生

高
五
丈
余
、
遥
望
見
、
童
童
如
小
車
蓋
。
往
来
者
皆
怪
此
樹
非
凡
、
或
謂
当
出
貴
人
。
先
主
少
時
、
与
宗
中

諸
小
児
於
樹
下
戯
、
言
「
吾
必
当
乗
此
羽
葆
蓋
車
」
。
叔
父
子
敬
、
謂
曰
「
汝
、
勿
妄
語
。
滅
吾
門
也
」･･･

[

参
考]

篠
崎
小
竹
は
、
劉
備
が
頼
山
陽
に
罵
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
大
い
な
る
幸
い
だ
、
と
評
し
て
い
る
。

川
柳

「
桃
の
木
の
下
で
文
殊
の
知
恵
を
出
し
」
柳
多
留
３
２
篇

「
桃
園
で
関
羽
一
人
が
飲
ん
だ
よ
う
」
４
１
篇

「
翼
徳
も
知
ら
ず
に
張
飛
酒
が
好
き
」
９
１
篇

(

吉
川
英
治
『
三
国
志
』
桃
園
の
巻
、
よ
り
引
用)

久
し
く
見
な
い
町
の
暮
色
に
も
、
眼
も
く
れ
な
い
で
彼
は
驢
を
家
路
へ
向
け
た
。
道
幅
の
狭
い
、
そ
し
て
短
い
宿

場
町
は
す
ぐ
と
ぎ
れ
て
、
道
は
ふ
た
た
び
悠
長
な
田
園
へ
か
か
る
。

ゆ
る
い
小
川
が
あ
る
。
水
田
が
あ
る
。
秋
な
の
で
も
う
村
の
人
々
は
刈
入
れ
に
か
か
っ
て
い
た
。
そ
し
て
所
々
に

見
え
る
農
家
の
ほ
う
へ
と
、
田
の
人
影
も
水
牛
の
影
も
戻
って
行
く
。

「
あ
あ
、
わ
が
家
が
見
え
る
」

劉
備
は
、
驢
の
上
か
ら
手
を
か
ざ
し
た
。
舂
ず
く
陽
の
な
か
に
黒
く
ぽ
つ
ん
と
見
え
る
一
つ
の
屋
根
と
、
そ
し
て

う
す

ひ

遠
方
か
ら
見
る
と
、
ま
る
で
大
き
な
車
蓋
の
よ
う
に
見
え
る
桑
の
木
。
劉
備
の
生
れ
た
家
な
の
で
あ
る
。

し
ゃ
が
い
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「
ど
ん
な
に
自
分
を
お
待
ち
な
さ
れ
て
お
る
こ
と
や
ら
。
…
…
思
え
ば
、
わ
し
は
孝
養
を
励
む
つ
も
り
で
、
実
は

不
孝
ば
か
り
重
ね
て
い
る
よ
う
な
も
の
。
母
上
、
済
み
ま
せ
ん
」

彼
の
心
を
知
る
か
、
驢
も
足
を
早
め
て
、
や
が
て
懐
か
し
い
桑
の
大
樹
の
下
ま
で
た
ど
り
つ
い
た
。

な
つ

(

中
略)

「
今
ま
で
、
何
千
人
、
い
や
何
万
人
と
な
く
、
村
を
通
る
人
々
が
、
あ
の
樹
を
見
た
ろ
う
が
、
誰
も
な
ん
と
も
い
っ

た
者
は
い
な
い
か
ね
」

「
べ
つ
に
…
…
」

「
そ
う
か
な
あ
」

「
珍
し
い
樹
だ
、
桑
で
こ
ん
な
大
木
は
な
い
と
は
、
誰
も
み
な
い
い
ま
す
が
」

「
じ
ゃ
あ
、
わ
し
が
告
げ
よ
う
。
あ
の
樹
は
、
霊
木
じ
ゃ
。
こ
の
家
か
ら
必
ず
貴
人
が
生
れ
る
。
重

々
、
車
蓋
の

れ
い
ぼ
く

ち
ょ
う
ち
ょ
う

よ
う
な
枝
が
皆
、
そ
う
い
っ
て
わ
し
へ
囁
い
た
。
…
…
遠
く
な
い
、
こ
の
春
。
桑
の
葉
が
青
々
と
つ
く
頃
に
な
る
と
、
い

い
友
達
が
訪
ね
て
く
る
よ
。
蛟

龍
が
雲
を
え
た
よ
う
に
、
そ
れ
か
ら
こ
こ
の
主

は
お
そ
ろ
し
く
身
の
上
が
変
っ
て

こ
う
り
ょ
う

あ
る
じ

く
る
」

「
お
爺
さ
ん
は
、
易
者
か
ね
」

「
わ
し
は
、
魯
の
李
定
と
い
う
者
さ
。
と
い
う
て
年
中
飄
々
と
し
て
お
る
か
ら
、
故
郷
に
い
た
た
め
し
は
な
い
。
山

羊
を
ひ
っ
ぱ
っ
て
、
酒
に
酔
う
て
、
時
々
、
市
へ
行
く
の
で
、
皆
が
羊
仙
と
い
った
り
す
る
」(

中
略)

「
で
は
、
永
く
」

「
変
る
ま
い
ぞ
」

「
変
ら
じ
」

と
、
兄
弟
の
杯
を
交
わ
し
、
そ
し
て
、
三
人
一
体
、
協
力
し
て
国
家
に
報
じ
、
下
万
民
の
塗
炭(

と
た
ん)

の
苦

(

く)

を
救
う
を
も
っ
て
、
大
丈
夫
の
生
涯
と
せ
ん
と
申
し
合
っ
た
。

張
飛
は
、
す
こ
し
酔
う
て
き
た
と
み
え
て
、
声
を
大
に
し
、
杯
を
高
く
挙
げ
て
、

「
あ
あ
、
こ
ん
な
吉
日
は
な
い
。
実
に
愉
快
だ
。
再
び
天
に
い
う
。
わ
れ
ら
こ
こ
に
あ
る
の
三
名
。
同
年
同
月
同
日
に

生
ま
る
る
を
希(

ね
が)

わ
ず
、
願
わ
く
ば
同
年
同
月
同
日
に
死
な
ん
」

と
、
呶
鳴
っ
た
。
そ
し
て
、

「
飲
も
う
。
大
い
に
、
き
ょ
う
は
飲
も
う
―
―
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

な
ど
と
、
劉
備
の
杯
へ
も
、
や
た
ら
に
酒
を
つ
い
だ
。
そ
う
か
と
思
う
と
、
自
分
の
頭
を
、
ひ
と
り
で
叩
き
な
が

ら
、
「
愉
快
だ
。
実
に
愉
快
だ
」
と
、
子
供
み
た
い
に
さ
け
ん
だ
。(

引
用
終
わ
り)

０
９
【
孫
堅
と
周
瑜
】
十
八
史
略

孫
堅
之
子
策
、
与
弟
権
留
富
春
。
遷
于
舒
。
堅
死
、
策
年
十
七
。
往
見
袁
術
。
得
其
父
余
兵
。
策
十
余

歳
時
、
已
交
結
知
名
。
舒
人
周
瑜
、
与
策
同
年
。
亦
英
達
夙
成
。
至
是
従
策
起
。
策
東
渡
江
転
闘
、
所
向

無
敢
当
其
鋒
者
。
百
姓
聞
孫
郎
至
、
皆
失
魂
魄
。
所
至
一
無
所
犯
。
民
皆
大
悦
。

孫
堅
の
子
・
策
、
弟
・
権
と
富
春
に
留
ま
る
。
舒(

じ
ょ)

に
遷(

う
つ)

る
。
堅
死
す
る
と
き
、
策
、
年

十
七
。
往(

ゆ)

き
て
袁
術
に
見(

ま
み)

ゆ
。
其
の
父
の
余
兵
を
得
た
り
。
策
十
余
歳
の
時
、
す
で
に
交
結

し
て
名
を
知
ら
る
。
舒
人(

じ
ょ
ひ
と)

周
瑜(

し
ゅ
う
ゆ)

、
策
と
同
年
な
り
。
亦
た
英
達(

え
い
た
つ)

夙

成(

し
ゅ
く
せ
い)

な
り
。
是(

こ
こ)

に
至
り
て
策
に
従
ひ
て
起
る
。
策
、
東
の
か
た
江
を
渡
り
て
転
闘
し
、

向
ふ
所
敢
て
其
の
鋒
に
当
る
者
無
し
。
百
姓(

ひ
ゃ
く
せ
い)

、
孫
郎
の
至
る
を
聞
き
、
皆
、
魂
魄
を
失
ふ
。

至
る
所
、
一
も
犯
す
所
無
し
。
民
、
皆
、
大
い
に
悦
ぶ
。
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１
０
【
曹
操
、
献
帝
を
許
都
へ
移
す
】
十
八
史
略

初
曹
操
自
討
卓
時
、
戦
于
滎
陽
、
還
屯
河
内
。
尋
領
東
郡
太
守
、
治
東
武
陽
。
已
而
入
兗
州
拠
之
。
自

領
刺
史
。
遣
使
上
書
、
以
為
兗
州
牧
。
上
還
洛
陽
。
操
入
朝
、
遷
上
於
許
。

初
め
曹
操
、
卓
を
討
つ
時
よ
り
、
滎
陽(

け
い
よ
う)

に
戦
ひ
、
還
り
て
河
内(

か
だ
い)

に
屯(

と
ん)

す
。

尋(

つ)

い
で
東
郡
の
太
守
を
領
し
、
東
武
陽
を
治
む
。
已
に
し
て
兗
州(

え
ん
し
ゅ
う)

に
入
り
て
之
に
拠

(

よ)

る
。
自
ら
刺
史(
し
し)

を
領
す
。
使
ひ
を
遣
は
し
て
上
書
し
、
以
て
兗
州
の
牧
と
為
る
。
上(

し
ょ

う)

、
洛
陽
に
還
る
。
操
、
入
朝
し
、
上
を
許
に
遷(

う
つ)

す
。

頼
山
陽
「
詠
三
国
人
物
十
二
絶
句
」

七
、
孟
徳

金
刀
版
籍
得
雄
蹲

銅
雀
楼
台
日
月
昏

七
十
二
堆
春
草
碧

更
無
寸
土
到
児
孫

金
刀
の
版
籍

雄
蹲
す
る
を
得
て

き
ん
と
う

は
ん
せ
き

ゆ
う
そ
ん

え

銅

雀

楼
台

日
月

昏
し

ど
う
じ
ゃ
く

ろ
う
だ
い

じ
つ
げ
つ

く
ら

七
十
二
堆

春

草

碧
く

し
ち
じ
ゅ
う
に
た
い

し
ゅ
ん
そ
う

あ
を

更
に
寸
土
の
児
孫
に
到
る
無
し

さ
ら

す
ん

ど

じ

そ
ん

い
た

な

金
刀=

卯
金
刀
。
漢
王
朝
の
国
姓
「
劉
」
の
ア
ナ
グ
ラ
ム
。

七
十
二
堆=

曹
操
は
自
分
の
墓
を
盗
掘
さ
れ
ぬ
よ
う
「
七
十
二
疑

冢

」
を
作
ら
せ
た
。

ぎ

ち
ょ
う

[

大
意]魏

の
曹
操
は
、
劉
氏
の
国
土
を
乗
っ
取
っ
た
。
曹
操
は
自
分
の
権
勢
を
天
下
に
示
す
た
め
、
銅
雀
台
を
築
か
せ

た
。
天
空
の
太
陽
や
月
が
隠
れ
て
見
え
ぬ
ほ
ど
豪
壮
な
高
層
建
築
だ
っ
た
。
ま
た
曹
操
は
自
分
の
死
後
、
墳
墓
が

盗
掘
さ
れ
ぬ
よ
う
、
七
十
二
も
の
偽
の
墓
を
作
ら
せ
た
。

そ
れ
ほ
ど
周
到
に
悪
知
恵
を
働
か
せ
た
曹
操
だ
っ
た
が
、
曹
操
の
魏
も
、
司
馬
氏
に
乗
っ
取
ら
れ
、
あ
え
な
く

滅
亡
。
結
局
、
曹
操
は
自
分
の
子
孫
に
寸
土
も
残
せ
な
か
っ
た
。
残
せ
た
の
は
、
彼
の
七
十
二
箇
所
の
墓
に
青
青

と
生
え
る
春
の
雑
草
だ
け
で
あ
る
。

[

評]

徳
が
薄
け
れ
ば
、
結
局
、
何
も
残
せ
な
い
。
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１
１
【
呂
布
の
死
】
十
八
史
略

操
撃
殺
呂
布
。
初
布
自
関
中
出
奔
袁
術
。
又
帰
袁
紹
。
已
而
又
去
。
為
操
所
攻
、
走
帰
劉
備
。
尋
又
襲

備
。
拠
下
邳
。
備
走
帰
操
。
操
遣
備
屯
沛
。
布
使
陳
登
見
操
、
求
為
徐
州
牧
。
不
得
。
登
還
謂
布
曰
、
登

見
曹
公
言
、
養
将
軍
如
養
虎
。
当
飽
其
肉
。
不
飽
則
噬
人
。
公
曰
、
不
然
。
譬
如
養
鷹
。
飢
則
附
人
、
飽

則
颺
去
。
布
復
攻
備
。
備
走
復
帰
操
。
操
撃
布
、
至
下
邳
。
布
屢
戦
皆
敗
。
困
迫
降
。
操
縛
之
曰
、
縛
虎

不
得
不
急
。
卒
縊
殺
之
。
備
従
操
還
許
。

操
、
撃
ち
て
呂
布
を
殺
す
。
初
め
布
、
関
中
よ
り
袁
術
に
出
奔
す
。
又
、
袁
紹
に
帰
す
。
已(

す
で)

に

し
て
又
去
る
。
操
の
攻
む
る
所
と
為
り
て
、
走
り
て
劉
備
に
帰
す
。
尋(

つ)

い
で
又
、
備
を
襲
ふ
。
下
邳

（
か
ひ
）
に
拠(

よ)

る
。
備
、
走
り
て
操
に
帰
す
。
操
、
備
を
し
て
沛(

は
い)

に
屯
せ
し
む
。
布
、
陳
登

(

ち
ん
と
う)

を
し
て
操
に
見(

ま
み)
え
し
め
、
徐
州
の
牧
と
為
ら
ん
こ
と
を
求
む
。
得
ず
。
登
、
還
り
て

布
に
謂
ひ
て
曰
く
「
登
、
曹
公
に
見
え
て
言
ふ
『
将
軍
を
養
ふ
は
虎
を
養
ふ
が
如
し
。
当
に
其
の
肉
に
飽

か
し
む
べ
し
。
飽
か
ず
ん
ば
則
ち
人
を
噬(
か)
ま
ん
』
と
。
公
曰
く
『
然
ら
ず
。
譬(

た
と)

へ
ば
鷹
を
養

ふ
が
如
し
。
飢
う
れ
ば
則
ち
人
に
附
き
、
飽
け
ば
則
ち
颺(

あ
が)

り
去
る
』
」
と
。
布
、
復
た
備
を
攻
む
。

備
、
走
り
て
復
た
操
に
帰
す
。
操
、
布
を
撃
ち
て
下
邳
に
至
る
。
布
、
屡
〻
（
し
ば
し
ば
）
戦
ひ
て
皆
、

敗
る
。
困
迫
し
て
降
る
。
操
、
之
を
縛
し
て
曰
く
「
虎
を
縛
す
る
は
急
な
ら
ざ
る
を
得
ず
」
と
。
卒(

つ

ひ)

に
之
を
縊
殺(

い
さ
つ)

す
。
備
、
操
に
従
ひ
て
許
に
還
る
。

１
２
【
袁
術
の
死
】
十
八
史
略

袁
術
初
拠
南
陽
。
已
而
拠
寿
春
。
以
讖
言
代
漢
者
当
塗
高
、
自
云
、
名
字
応
之
。
遂
称
帝
。
淫
侈
甚
。

既
而
資
実
空
虚
。
不
能
自
立
。
欲
奔
袁
紹
。
操
遣
劉
備
邀
之
。
術
走
還
、
欧
血
死
。

袁
術
、
初
め
南
陽
に
拠(

よ)

る
。
已
に
し
て
寿
春
に
拠
る
。
讖(

し
ん)

に
「
漢
に
代
る
者
は
塗(

み
ち)

に
当
り
て
高
し
」
と
言
ふ
を
以
て
、
自
ら
「
名
字
、
之
に
応
ず
」
と
云
ふ
。
遂
に
帝
と
称
す
。
淫
侈(

い

ん
し)

甚
だ
し
。
既
に
し
て
資
実
空
虚
な
り
。
自
立
す
る
能
は
ず
。
袁
紹
に
奔(

は
し)

ら
ん
と
欲
す
。
操
、

劉
備
を
し
て
之
を
邀(

む
か)

へ
し
む
。
術
、
走
り
還
り
、
血
を
欧(

は)

き
て
死
す
。

１
３
【
孫
策
か
ら
孫
権
へ
】
十
八
史
略

孫
策
既
定
江
東
、
欲
襲
許
。
未
発
。
故
所
殺
呉
郡
守
許
貢
之
奴
、
因
其
出
猟
、
伏
而
射
之
。
創
甚
。
呼

弟
権
代
領
其
衆
曰
、
挙
江
東
之
衆
、
決
機
於
両
陣
之
間
、
与
天
下
争
衡
、
卿
不
如
我
。
任
賢
使
能
、
各
尽

其
心
以
保
江
東
、
我
不
如
卿
。
卒
。
年
二
十
六
。

孫
策
、
既
に
江
東
を
定
め
、
許
を
襲
は
ん
と
欲
す
。
未
だ
発
せ
ず
。
故(

も
と)

、
殺
す
所
の
呉
郡
の
太

守
・
許
貢(

き
ょ
こ
う)

の
奴(

ど)

、
其
の
出
で
て
猟
す
る
に
因
り
て
、
伏
し
て
之
を
射
る
。
創(

き
ず)

甚

(

は
な
は)

だ
し
。
弟
・
権
を
呼
び
て
、
代
は
り
て
其
の
衆
を
領
せ
し
め
て
曰
く
「
江
東
の
衆
を
挙
げ
て
機

を
両
陣
の
間
に
決
し
天
下
と
衡(

こ
う)

を
争
ふ
は
、
卿(

け
い)

我
に
如
か
ず
。
賢
を
任
じ
能
を
使
ひ
各
〻

其
の
心
を
尽
く
さ
し
め
て
以
て
江
東
を
保
つ
は
、
我
、
卿
に
如
か
ず
」
と
。
卒
す
。
年
二
十
六
な
り
。

１
４
【
官
渡
の
戦
い
】
十
八
史
略

袁
紹
拠
冀
州
。
簡
精
兵
十
万
、
騎
一
万
、
欲
攻
許
。
沮
授
諌
曰
、
曹
操
奉
天
子
以
令
天
下
。
今
挙
兵
南
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向
、
於
義
則
違
。
窃
為
公
懼
之
。
紹
不
聴
。
操
与
紹
相
拒
於
官
渡
。
襲
破
紹
輜
重
。
紹
軍
大
潰
。
慚
憤
歐

血
死
。

袁
紹
、
冀
州(

き
し
ゅ
う)

に
拠
る
。
精
兵
十
万
・
騎
一
万
を
簡(

え
ら)

び
、
許
を
攻
め
ん
と
欲
す
。
沮

授(

そ
じ
ゅ)
、
諌
め
て
曰
く
「
曹
操
、
天
子
を
奉
じ
て
以
て
天
下
に
令
す
。
今
、
兵
を
挙
げ
て
南
に
向
か

は
ば
、
義
に
於
い
て
則
ち
違(

た
が)

は
ん
。
窃(

ひ
そ)

か
に
公
の
為
に
之
を
懼
る
」
と
。
紹
、
聴
か
ず
。

操
、
紹
と
官
渡
に
相
拒(

ふ
せ)

ぐ
。
襲
ひ
て
紹
の
輜
重(

し
ち
ょ
う)

を
破
る
。
紹
の
軍
、
大
い
に
潰(

つ

い)

ゆ
。
慚
憤(

ざ
ん
ぷ
ん)
し
て
血
を
欧
き
て
死
す
。

１
５
【
た
だ
使
君
と
操
と
の
み
】
十
八
史
略

車
騎
将
軍
董
承
、
称
受
密
詔
、
与
劉
備
誅
曹
操
。
操
一
日
従
容
謂
備
曰
、
今
天
下
英
雄
、
唯
使
君
与
操

耳
。
備
方
食
。
失
匕
筯
。
値
雷
震
詭
曰
、
聖
人
云
、
迅
雷
風
烈
必
変
。
良
有
以
也
。

車
騎
将
軍
董
承(

と
う
し
ょ
う)

、
密
詔
を
受
く
と
称
し
、
劉
備
と
曹
操
を
誅
せ
ん
と
す
。
操
、
一
日
、

従
容(

し
ょ
う
よ
う)

と
し
て
備
に
謂
ひ
て
曰
く
「
今
天
下
の
英
雄
は
、
唯
、
使
君(

し
く
ん)

と
操
と
の
み
」

と
。
備
方(

ま
さ)

に
食
す
。
匕
筯(

ひ
ち
ょ)

を
失
す
。
雷
震
に
値(

あ
た)

り
て
詭(

い
つ
は)

り
て
曰
く
「
聖

人
云
ふ
、
迅
雷
風
烈
に
は
必
ず
変
ず
、
と
。
良(

ま
こ
と)

に
以(
ゆ
ゑ)

有
る
な
り
」
と
。

「
い
な
び
か
り
ま
で
は
玄
徳
箸
を
持
ち
」
柳
多
留
２
５
篇

１
６
【
劉
備
の
離
反
】
十
八
史
略

備
既
被
遣
邀
袁
術
。
因
之
徐
州
。
起
兵
討
操
。
操
撃
之
。
備
先
奔
冀
州
。
領
兵
至
汝
南
。
自
汝
南
奔
荊

州
。
帰
劉
表
。

備
、
既
に
遣(

つ
か)

は
さ
れ
て
袁
術
を
邀(

む
か)

ふ
。
因(

よ)

り
て
徐
州
に
之(

ゆ)

き
、
兵
を
起
し
て

操
を
討
つ
。
操
、
之
を
撃
つ
。
備
、
先
づ
冀
州(

き
し
ゅ
う)

に
奔(

は
し)

る
。
兵
を
領
し
て
汝
南
に
至
る
。

汝
南
よ
り
荊
州(

け
い
し
ゅ
う)

に
奔
り
、
劉
表
に
帰
す
。

１
７
【
髀
肉
の
嘆
】
十
八
史
略

嘗
於
表
坐
。
起
至
厠
。
還
慨
然
流
涕
。
表
怪
問
之
。
備
曰
、
常
時
身
不
離
鞍
。
髀
肉
皆
消
。
今
不
復
騎
。

髀
裏
肉
生
。
日
月
如
流
、
老
将
至
、
功
業
不
建
。
是
以
悲
耳
。

嘗
て

表

の
坐
に
於
て
、
起
ち
て

厠

に
至
る
。
還
り
て
慨
然
と
し
て

涕

を
流
す
。

表

、
怪
し
み
て
之

か
つ

ひ
ょ
う

ざ

お
い

た

か
は
や

い
た

か
へ

が
い
ぜ
ん

な
み
だ

な
が

ひ
ょ
う

あ
や

こ
れ

を
問
ふ
。
備
、
曰
く
「

常

時
、
身
、
鞍
を
離
れ
ず
。
髀
肉
、
皆
、
消

す
。
今
、
復
た
騎
ら
ず
。
髀
肉
、
生

と

び

い
は

じ
ょ
う

じ

み

く
ら

は
な

ひ

に
く

み
な

し
ょ
う

い
ま

ま

の

ひ

に
く

し
ょ
う

ず
。
日
月
は
流
る
る
が
如
く
、
老
い
の
将
に
至
ら
ん
と
す
る
に
、
功

業

、
建
た
ず
。
是
を
以
て
悲
し
む

じ
つ
げ
つ

な
が

ご
と

お

ま
さ

い
た

こ
う
ぎ
ょ
う

た

こ
こ

も
っ

か
な

の
み
」
と
。

１
８
【
三
顧
の
礼
】
十
八
史
略

瑯
琊
諸
葛
亮
、
寓
居
襄
陽
隆
中
。
毎
自
比
管
仲
・
楽
毅
。
備
訪
士
於
司
馬
徽
。
徽
曰
、
識
時
務
者
在
俊

傑
。
此
間
自
有
伏
龍
・
鳳
雛
。
諸
葛
孔
明
・
龐
士
元
也
。
徐
庶
亦
謂
備
曰
、
諸
葛
孔
明
臥
龍
也
。
備
参
往

乃
得
見
亮
、
問
策
。
亮
曰
、
操
擁
百
万
之
衆
。
挾
天
子
令
諸
侯
。
此
誠
不
可
与
争
鋒
。
孫
権
拠
有
江
東
、
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国
険
而
民
附
。
可
与
為
援
、
而
不
可
図
。
荊
州
用
武
之
国
、
益
州
険
塞
、
沃
野
千
里
。
天
府
之
土
。
若
跨

有
荊
・
益
、
保
其
巖
阻
、
天
下
有
変
、
荊
州
之
軍
向
宛
・
洛
、
益
州
之
衆
出
秦
川
、
孰
不
箪
食
壺
漿
、
以

迎
将
軍
乎
。
備
曰
、
善
。
与
亮
情
好
日
密
。
曰
、
孤
之
有
孔
明
、
猶
魚
之
有
水
也
。

瑯
琊(

ろ
う
や)

の
諸
葛
亮(

し
ょ
か
つ
り
ょ
う)

、
襄
陽(

じ
ょ
う
よ
う)

の
隆
中
に
寓
居
す
。
毎(

つ
ね)

に
自
ら
管
仲
・
楽
毅
に
比
す
。
備
、
士
を
司
馬
徽(

し
ば
き)

に
訪(

と)

ふ
。
徽
曰
く
「
時
務
を
識
る
者
は

俊
傑
に
在
り
。
此
の
間
、
自
ら
伏
龍(

ふ
く
り
ょ
う)

・
鳳
雛(

ほ
う
す
う)

有
り
。
諸
葛
孔
明
・
龐
士
元(

ほ

う
し
げ
ん)

な
り
」
と
。
徐
庶(

じ
ょ
し
ょ)

も
亦
た
備
に
謂
ひ
て
曰
く
「
諸
葛
孔
明
は
臥
龍
な
り
」
と
。

備
、
参(

み)

た
び
往
き
て
乃
ち
亮
を
見
る
を
得
、
策
を
問
ふ
。
亮
曰
く
「
操
、
百
万
の
衆
を
擁
し
、
天
子

を
挟(

さ
し
は
さ)

み
て
諸
侯
に
令
す
。
此
れ
誠
に
与(

と
も)

に
鋒
を
争
ふ
べ
か
ら
ず
。
孫
権
、
江
東
に
拠

有
し
、
国
、
険
に
し
て
民
附
く
。
与(
と
も)

に
援(

え
ん)

と
為
す
べ
く
、
図
る
可
か
ら
ず
。
荊
州
は
武
を

用
う
る
の
国
、
益
州
は
険
塞(

け
ん
そ
く)
に
し
て
沃
野
千
里
、
天
府
の
土
な
り
。
も
し
荊
・
益
を
跨
有(

こ

ゆ
う)

し
て
其
の
巌
阻(

が
ん
そ)

を
保
ち
、
天
下
に
変
有
ら
ば
荊
州
の
軍
は
宛(

え
ん)

・
洛
に
向
か
ひ
益

州
の
衆
は
秦
川(

し
ん
せ
ん)

に
出
で
な
ば
、
孰(
た
れ)

か
、
箪
食
壺
漿(

た
ん
し
こ
し
ょ
う)

し
て
以
て
将

軍
を
迎
へ
ざ
ら
ん
や
」
と
。
備
曰
く
「
善
し
」
と
。
亮
と
情
好
、
日
に
密
な
り
。
曰
く
「
孤
の
孔
明
有
る

は
、
猶
ほ
魚
の
水
有
る
が
ご
と
し
」
と
。

川
柳

「
今
日
も
ま
た
留
守
で
ご
ざ
る
と
諸
葛
亮
」
柳
多
留
２
６
篇

「
孔
明
も
三
会
目
か
ら
帯
を
と
き
」
柳
多
留
拾
遺
４
篇

頼
山
陽
「
詠
三
国
人
物
十
二
絶
句
」

二
、
孔
明

有
魚･

尾
泣
窮
冬

涸
轍
無
人
憐･･

誰
料
南
陽
半
溝
水

養
渠
忽
地
化
為
龍

魚
有
り

･

尾

窮

冬
に
泣
く

う
を

あ

て
い
び

き
ゅ
ぅ
と
う

な

涸
轍

人
と
し
て･

･

を
憐
れ
む
無
し

こ

て

つ

ひ
と

け
ん
ぐ
う

あ
は

な

誰
か
料
ら
ん

南
陽

半
溝
の
水

た
れ

は
か

な
ん
よ
う

は
ん
こ
う

み
づ

渠
を
養

ひ
て
忽
地

化
し
て
龍

と
為
る

か
れ

や
し
な

た
ち
ま
ち

か

り
ゅ
う

な

･

尾=

『
詩
経
』
「
魴
魚･

尾
、
王
室
如
燬
」
。
魚
が
病
気
に
な
る
と
尾
が
赤
く
な
る
、
と
い
う
。

･･=

魚
が
空
気
や
餌
を
求
め
て
、
水
面
に
口
を
突
き
出
す
こ
と
。

[

大
意]若

い
こ
ろ
の
諸
葛
孔
明
は
、
道
路
の
水
た
ま
り
の
中
の
魚
だ
っ
た
。
貧
乏
と
寒
さ
に
苦
し
み
、
誰
か
ら
も
か
え
り

み
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
南
陽
の
狭
い
田
舎
は
、
小
さ
な
ど
ぶ
の
よ
う
だ
っ
た
が
、
そ
こ
で
暮
ら
し
て
い
た
彼
が
龍
の

よ
う
に
飛
躍
し
て
天
下
に
名
を
轟
か
せ
る
と
、
一
体
だ
れ
が
予
測
で
き
た
ろ
う
。

[

評]｢

轍
鮒
の
急
」
か
ら
成
功
し
た
「
臥
龍
」
孔
明
は
、
江
戸
時
代
の
浪
人
の
希
望
の
星
だ
っ
た
。

て
っ

ぷ

[

参
考]

篠
崎
小
竹
は
、
半
溝
の
水
で
は
孔
明
は
と
も
か
く
頼
山
陽
み
た
い
な
大
物
を
浮
か
べ
る
に
は
足
り
ず
、
定

め
し
不
安
定
だ
ろ
う
、
と
評
し
て
い
る
。

１
９
【
龐
統
】
十
八
史
略

士
元
名
統
、
龐
徳
公
従
子
也
。
徳
公
素
有
重
名
。
亮
毎
至
其
家
、
独
拝
床
下
。

士
元
、
名
は
統
、
龐
徳
公
の
従
子
な
り
。
徳
公
、
素(

も
と)

よ
り
重
名(

じ
ゅ
う
め
い)

有
り
。
亮
、
其
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の
家
に
至
る
毎
に
、
独
り
床
下
に
拝
す
。
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２
０
【
赤
壁
の
戦
い
・
一
】
十
八
史
略

曹
操
撃
劉
表
。
表
卒
。
子
琮
挙
荊
州
降
操
。
劉
備
奔
江
陵
。
操
追
之
。
備
走
夏
口
。
操
進
軍
江
陵
、
遂

東
下
。
亮
謂
備
曰
、
請
求
救
於
孫
将
軍
。
亮
見
権
説
之
。
権
大
悦
。

曹
操
、
劉
表
を
撃
つ
。
表
卒
す
。
子
の
琮(

そ
う)

、
荊
州
を
挙
げ
て
操
に
降
る
。
劉
備
、
江
陵
に
奔(

は

し)

る
。
操
、
之
を
追
ふ
。
備
、
夏
口
に
走
る
。
操
、
軍
を
江
陵
に
進
め
、
遂
に
東
に
下
る
。
亮
、
備
に

謂
ひ
て
曰
く
「
請
ふ
、
救
ひ
を
孫
将
軍
に
求
め
ん
」
と
。
亮
、
権
に
見(

ま
み)

え
て
之
に
説
く
。
権
、
大

い
に
悦
ぶ
。

(

頼
山
陽
「
詠
三
国
人
物
十
二
絶
句
」
よ
り)

四
、
張
飛

蛇
矛･

住
万
蹄
塵

恢
復
神
州
機
已
新

応
愧･･

在
江
漢

自
呼
翼
徳
是
燕
人

蛇
矛

･

り
住
む

万
蹄
の
塵

さ
え
ぎ

と
ど

ば
ん
て
い

神
州
を
恢
復
す
る

機

已
に
新
た
な
り

か
い
ふ
く

す
で

応
に
愧
づ
べ
し

･
･

江
漢
に
在
る
を

ま
さ

は

そ
う
と
う

自

ら
呼
ぶ

翼
徳

是
れ
燕
人
な
り

み
づ
か

こ

え
ん
ひ
と

･=

「
さ
え
ぎ
る
」
は
「
さ
い
ぎ
る
」
の
音
転
な
の
で
、
旧
カ
ナ
を
「
さ
へ
ぎ
る
」
と
書
く
の
は
間
違
い
。

･･=

よ
ろ
め
く

[

大
意]長

坂
の
戦
い
で
、
し
ん
が
り
を
つ
と
め
た
張
飛
は
、
た
っ
た
一
人
、
馬
上
で
蛇
矛
を
ふ
る
い
、
万
単
位
の
曹
操
の

騎
馬
軍
団
を
足
止
め
し
た
。
今
こ
そ
、
曹
操
の
手
か
ら
天
下
を
取
り
戻
す
チ
ャ
ン
ス
だ
。
荊
州
の
あ
た
り
を
ウ
ロ

ウ
ロ
す
る
の
は
、
み
っ
と
も
な
い
。
彼
は
み
ず
か
ら
名
乗
っ
た
。
わ
れ
は
張
飛
、
あ
ざ
な
は
翼
徳
、
燕
の
産
な
り
、
と
。

[

評]

し
ん
が
り
は
一
番
危
険
で
困
難
な
任
務
だ
が
、
張
飛
は
見
事
に
な
し
と
げ
、
名
を
あ
げ
た
。

五
、
趙
雲

七
尺
彭
亨
胆
満
身

誰
知
鎧
縫
舎
郎
君

刀
辺
一
塊
収
龍
肉

留
続
岷
峨
半
段
雲

七
尺
の
彭
亨

胆

身
に
満
つ

し
ち
せ
き

ほ
う
こ
う

誰
か
知
ら
ん

鎧
縫

郎
君
を
舎
つ
る
を

が
い
ほ
う

す

刀
辺

一
塊

龍
肉
を
収
め

留
続
す

岷
峨

半
段
の
雲

び

ん

が

郎
君
・
龍
肉=

劉
備
の
息
子
・
阿
斗(

劉
禅)

を
指
す
。

岷
峨=

岷
山
と
峨
眉
山
。
蜀
漢
の
国
土
の
山
。

[

大
意]七

尺
の
堂
々
た
る
体
躯
を
も
つ
趙
雲
は
、
全
身
こ
れ
胆
、
と
い
う
剛
胆
な
英
雄
だ
。
長
坂
の
戦
い
の
と
き
、
ま
だ

赤
ん
坊
だ
っ
た
阿
斗
は
、
な
ん
と
、
乱
戦
の
戦
場
の
中
で
行
方
不
明
に
な
っ
た
。
趙
雲
は
刀
が
き
ら
め
く
戦
場
か

ら
、
劉
備
の
血
を
引
く
小
さ
な
赤
子
を
救
い
出
し
た
。
そ
の
赤
子
は
成
長
し
、
後
に
蜀
漢
の
二
代
目
の
皇
帝
と
な

り
、
風
雲
の
志
を
引
き
継
い
だ
。
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[
評]

最
後
の
「
雲
」
は
、｢

蜀
犬
、
日
に
吠
ゆ
」
と
言
わ
れ
た
蜀
の
雲
と
、
趙
雲
の
名
に
か
け
て
い
る
。

「
趙
雲
が
膝
で
あ
ど
な
く
伸
び
を
す
る
」
柳
多
留
４
３
篇

「
戦
い
の
ひ
ま
に
趙
雲
子
守
り
唄
」
１
４
５
篇

２
１
【
赤
壁
の
戦
い
・
二
】
十
八
史
略

操
遣
権
書
曰
、
今
治
水
軍
八
十
万
衆
、
与
将
軍
会
猟
於
呉
。
権
以
示
群
下
。
莫
不
失
色
。
張
昭
請
迎
之
。

魯
粛
以
為
不
可
、
勧
権
召
周
瑜
。
瑜
至
。
曰
、
請
得
数
万
精
兵
、
進
往
夏
口
、
保
為
将
軍
破
之
。
権
抜
刀

斫
前
奏
案
曰
、
諸
将
吏
敢
言
迎
操
者
、
与
此
案
同
。
遂
以
瑜
督
参
万
人
、
与
備
并
力
逆
操
、
進
遇
於
赤
壁
。

操
、
権
に
書
を
遣(

お
く)

り
て
曰
く
「
今
、
水
軍
八
十
万
衆
を
治
め
、
将
軍
と
呉
に
会
猟
せ
ん
」
と
。

権
、
以
て
群
下
に
示
す
。
色
を
失
は
ざ
る
も
の
莫(

な)

し
。
張
昭
、
之
を
迎
へ
ん
と
請
ふ
。
魯
粛
、
以
て

不
可
と
為
し
、
権
に
勧
め
て
周
瑜
を
召
さ
し
む
。
瑜
至
る
。
曰
く
「
請
ふ
、
数
万
の
精
兵
を
得
て
、
進
み

て
夏
口
に
往
き
、
保(

ほ)

し
て
将
軍
の
為
に
之
を
破
ら
ん
」
と
。
権
、
刀
を
抜
き
て
前
の
奏
案
を
斫(

き)

り
て
曰
く
「
諸
将
吏
、
敢
て
操
を
迎
へ
ん
と
言
ふ
者
は
、
此
の
案
と
同
じ
か
ら
ん
」
と
。
遂
に
瑜
を
以
て

参
万
人
を
督
せ
し
め
、
備
と
力
を
併
せ
て
操
を
逆(

む
か)
へ
、
進
み
て
赤
壁
に
遇
ふ
。

(

吉
川
英
治
『
三
国
志
』
赤
壁
の
巻
よ
り
引
用)

「
予
や
、
こ
の
一
剣
を
も
っ
て
、
若
年
、
黄
巾
の
賊
を
や
ぶ
り
、
呂
布
を
こ
ろ
し
、
袁
術
を
亡
ぼ
し
、
さ
ら
に
袁
紹

を
平
げ
て
、
深
く
朔
北(

さ
く
ほ
く)

に
軍
馬
を
す
す
め
、
ひ
る
が
え
っ
て
遼
東
を
定
む
。
い
ま
天
下
に
縦
横
し
、
こ

こ
江
南
に
臨
ん
で
強
大
の
呉
を
一
挙
に
粉
砕
せ
ん
と
し
、
感
慨
尽
き
な
い
も
の
が
あ
る
。
あ
あ
大
丈
夫
の
志
、
満

腔(

ま
ん
こ
う)

、
歓
喜
の
涙
に
濡
る
。
こ
よ
い
こ
の
絶
景
に
対
し
て
回
顧
の
情
、
望
呉(

ぼ
う
ご)

の
感
、
抑
え
が
た
い

も
の
が
あ
る
。
い
ま
予
自
ら
一
詩
を
賦
さ
ん
。
汝
ら
み
な
、
こ
れ
に
和
せ
よ
」

彼
は
、
即
興
の
賦
を
、
吟
じ
出
し
た
。
諸
将
も
そ
れ
に
和
し
て
歌
った
。

そ
の
詩
の
う
ち
に
、

月
は
明
ら
か
に
星
稀(

ま
れ)

な
り

烏
鵲(

う
じ
ゃ
く)

南
へ
飛
ぶ

樹(

じ
ゅ)

を
遶(

め
ぐ)

る
こ
と
三
匝(

そ
う)

枝
の
依
る
べ
き
な
し

と
い
う
詞
が
あ
っ
た
。

歌
い
終
っ
た
後
、
揚
州
の
刺
史
劉
馥(

り
ゅ
う
ふ
く)

が
、
そ
の
詩
句
を
不
吉
だ
と
い
っ
た
。
曹
操
は
興
を
さ
ま
さ

れ
て
赫
怒(

か
く
ど)

し
、
立
ち
ど
こ
ろ
に
剣
を
抜
い
て
劉
馥
を
手
討
ち
に
し
て
し
ま
っ
た
。
酔
い
が
さ
め
て
か
ら
そ

れ
と
知
っ
た
彼
は
い
た
く
沈
痛
な
顔
を
し
た
が
、
そ
の
後
悔
も
及
ば
ず
、
子
の
劉
煕(

り
ゅ
う
き)

に
死
骸
を
与
え

て
厚
く
故
郷
へ
葬
ら
せ
た
。(

引
用
終
わ
り)

２
２
【
赤
壁
の
戦
い
・
三
】
十
八
史
略

瑜
部
将
黄
蓋
曰
、
操
軍
方
連
船
艦
、
首
尾
相
接
、
可
焼
而
走
也
。
乃
取
蒙
衝
・
闘
艦
十
艘
、
載
燥
荻
枯

柴
、
灌
油
其
中
、
裹
帷
幔
、
上
建
旌
旗
、
予
備
走
舸
、
繋
於
其
尾
。
先
以
書
遣
操
、
詐
欲
降
。
時
東
南
風
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急
。
蓋
以
十
艘
最
著
前
、
中
江
挙
帆
、
余
船
以
次
倶
進
。
操
軍
皆
指
言
、
蓋
降
。
去
二
里
余
、
同
時
発
火
。

火
烈
風
猛
、
船
往
如
箭
。
焼
尽
北
船
、
烟
焰
漲
天
。
人
馬
溺
焼
、
死
者
甚
衆
。
瑜
等
率
軽
鋭
、
靁
鼔
大
進
。

北
軍
大
壊
、
操
走
還
。
後
屢
加
兵
於
権
、
不
得
志
。
操
歎
息
曰
、
生
子
当
如
孫
仲
謀
。
向
者
劉
景
昇
児
子
、

豚
犬
耳
。

瑜
の
部
将
・
黄
蓋
、
曰
く
「
操
軍
、
方(

ま
さ)

に
船
艦
を
連
ね
、
首
尾
相
接
す
。
焼
き
て
走
ら
す
べ
し
」

と
。
乃
ち
蒙
衝(

も
う
し
ょ
う)

闘
艦
十
艘
を
取
り
、
燥
荻
枯
柴(

そ
う
て
き
こ
さ
い)

を
載
せ
、
油
を
其
の

中
に
潅(

そ
そ)

ぎ
、
帷
幔(
い
ま
ん)

に
裹(

つ
つ)

み
、
上
に
旌
旗(

せ
い
き)

を
建
て
、
予
め
走
舸(

そ
う

か)

を
備
へ
、
其
の
尾
に
繋
ぐ
。
先
づ
書
を
以
て
操
に
遣
り
、
詐(

い
つ
は)

り
て
降
ら
ん
と
欲
す
と
為
す
。

時
に
東
南
の
風
、
急
な
り
。
蓋
、
十
艘
を
以
て
最
も
前
に
著(

つ)

け
、
中
江
に
帆
を
挙
げ
、
余
船
、
次(

じ)

を
以
て
倶(

と
も)

に
進
む
。
操
の
軍
、
皆
、
指
さ
し
て
言
ふ
「
蓋
、
降
る
」
と
。
去
る
こ
と
二
里
余
、
同

時
に
火
を
発
す
。
火
、
烈
し
く
、
風
、
猛
く
、
船
の
往
く
こ
と
箭(

や)

の
如
し
。
北
船
を
焼
き
尽
く
し
、

烟
焰(

え
ん
え
ん)

天
に
漲
る
。
人
馬
、
溺
焼
し
、
死
す
る
者
、
甚
だ
衆(

お
ほ)

し
。
瑜
ら
、
軽
鋭(

け
い

え
い)

を
率
ゐ
て
靁
鼔(

ら
い
こ)

し
て
大
い
に
進
む
。
北
軍
、
大
い
に
壊(

や
ぶ)

る
。
操
、
走
り
還
る
。

後
、
屢
〻
兵
を
権
に
加
ふ
れ
ど
も
、
志
を
得
ず
。
操
、
嘆
息
し
て
曰
く
「
子
を
生
ま
ば
当(

ま
さ)

に
孫
仲

謀(

そ
ん
ち
ゅ
う
ぼ
う)

の
如
く
な
る
べ
し
。
向
者(

さ
き)
の
劉
景
昇
の
児
子
は
豚
犬
の
み
」
と
。

「
暖
か
な
風
に
曹
操
気
が
付
か
ず
」
柳
多
留
３
９
篇

(

頼
山
陽
「
詠
三
国
人
物
十
二
絶
句
」
よ
り)

十
、
仲
謀

生
子
当
如
孫
仲
謀

不
関
天
塹
護
金
甌

可
憐
却
被
曹
瞞
餌

力
竭
荊
襄
斗
大
州

子
を
生
ま
ば
当
に
孫
仲
謀
の
如
く
な
る
べ
し

ま
さ

関
せ
ず

天
塹
の
金
甌
を
護
る
を

き
ん
お
う

憐
れ
む
べ
し

却
っ
て
曹
瞞
に
餌
ば
せ
ら
れ

ゑ

力
竭
く

荊

襄

斗
大
の
州
に

つ

け
い
じ
ょ
う

天
塹･･･=

孫
権
の
呉
が
「
長
江
天
塹
」
の
お
か
げ
で
「
金
甌
無
欠
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
す
。

斗
大=

斗
く
ら
い
の
大
き
さ
し
か
な
い
、
ち
っ
ぽ
け
な
さ
ま

[

大
意]孫

権
は
、
残
念
な
英
雄
だ
っ
た
。
赤
壁
の
戦
い
で
曹
操
に
勝
っ
た
と
き
は
、
曹
操
か
ら
「
も
し
子
供
を
も
う
け
る

な
ら
、
孫
権
の
よ
う
な
立
派
な
人
物
が
い
い
」
と
言
わ
れ
た
ほ
ど
評
価
さ
れ
た
。
呉
は
、
長
江
と
い
う
天
然
の
要
害

に
守
ら
れ
て
い
た
が
、
若
い
孫
権
の
政
治
的
才
能
も
立
派
だ
っ
た
。

後
に
曹
操
は
、
荊
州
の
地
を
餌
に
孫
権
を
釣
り
、
呉
が
劉
備
の
蜀
と
争
う
よ
う
に
し
む
け
た
。
孫
権
は
、
ま
ん

ま
と
曹
操
の
策
に
ひ
っ
か
か
っ
た
。
彼
の
覇
業
の
勢
い
は
、
ち
っ
ぽ
け
な
荊
州
で
尽
き
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
惜
し
い
か
ぎ

り
だ
。

[

評]

若
い
と
き
優
秀
で
も
、
中
高
年
で
だ
め
に
な
る
人
が
多
い
の
は
、
権
力
者
に
限
ら
な
い
。

[

参
考]

頼
山
陽
は
文
政
五
年
に
も
「
孫
権
」
を
七
絶
に
詠
ん
で
い
る
。

天
塹
自
堪
誇
北
人
。
菰
蘆
叢
裡
足
君
臣
。
蓴
羹
不
肯
輸
羊
酪
、
領
得
江
東
千
里
春
。

十
一
、
周
瑜
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東
風
焼
尽
北
軍
船

烟
滅
長
江
不
見
痕

怪
得
頻
頻
曲
辺
顧

還
無
一
顧
向
中
原

東
風

焼
き
尽
す

北
軍
の
船

烟

滅
し
て

長
江

痕
を
見
ず

け
む
り

怪
し
み
得
た
り

頻
頻

曲
辺
に
顧
み
る
に

還
た
一
顧
と
し
て
中
原
に
向
か
ふ
無
き
を

ま曲
辺
顧=

「
周
郎
顧
曲
」
の
故
事
。

[

大
意]赤

壁
の
戦
い
で
、
東
風
が
吹
い
た
。
周
瑜
が
司
令
官
を
つ
と
め
る
呉
軍
は
、
火
攻
め
に
よ
り
、
曹
操
軍
の
船
団

を
焼
き
払
っ
た
。
煙
が
消
え
た
あ
と
、
長
江
の
水
面
に
は
、
曹
操
軍
は
あ
と
か
た
も
な
か
っ
た
。
曹
操
の
本
拠
地
で

あ
る
中
原
に
攻
め
込
む
、
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
だ
。

し
か
し
周
瑜
は
、
中
原
侵
攻
作
戦
を
一
顧
だ
に
し
な
か
っ
た
。
音
楽
の
才
能
に
恵
ま
れ
、
酔
っ
払
っ
て
い
て
も
楽

隊
の
些
細
な
ミ
ス
を
聞
く
と
す
ぐ
に
振
り
返
っ
た
と
い
う
周
瑜
が
、
中
原
を
振
り
返
ら
な
か
っ
た
理
由
は
、
わ
か

ら
な
い
。

[

評]

頼
山
陽
は
詩
人
だ
か
ら
勇
猛
果
敢
を
好
む
の
だ
ろ
う
が
、
現
実
は
そ
う
は
い
く
ま
い
。

(

引
用
終
わ
り)

「
前
赤
壁
賦
」
蘇
軾(

蘇
東
坡
。
１
０
３
７
～
１
１
０
１)

･･･

月
明
星
稀
烏
鵲
南
飛
此
非
曹
孟
徳
之
詩
乎
西
望
夏
口
東
望
武
昌
山
川
相
繆
鬱
乎
蒼
蒼
此
非
孟
徳
之
困

於
周
郎
者
乎
方
其
破
荊
州
下
江
陵
順
流
而
東
也
舳
艫
千
里
旌
旗
蔽
空･

酒
臨
江
横
槊
賦
詩
固
一
世
之
雄
也

而
今
安
在
哉･･･

(

前
略)

「
月
明
ら
か
に
星
稀
（
ま
れ
）
に
、
烏
鵲
（
う
じ
ゃ
く
）
南
に
飛
ぶ
と
は
、
此
れ
曹
孟
徳
の
詩
に
非
（
あ
ら
）
ず

や
。
西
の
か
た
夏
口
を
望
み
、
東
の
か
た
武
昌
を
望
め
ば
、
山
川
（
さ
ん
せ
ん
）
相
繆
（
あ
い
ま
と
）
ひ
、
鬱
乎
（
う
っ

こ
）
と
し
て
蒼
蒼
（
そ
う
そ
う
）
た
り
。
此
れ
孟
徳
の
周
郎
に
困
（
く
る
）
し
め
ら
れ
し
者
（
と
こ
ろ
）
に
非
ず
や
。
其

の
荊
州
を
破
り
、
江
陵
を
下
り
、
流
れ
に
順
（
し
た
が
）
つ
て
東
す
る
に
方
（
あ
た
）
り
て
や
、
舳
艫
（
じ
く
ろ
）
千

里
、
旌
旗
（
せ
い
き
）
空
を
蔽
（
お
お
）
ふ
。
酒
を･

（
し
た
）
み
て
江
（
こ
う
）
に
臨
（
の
ぞ
）
み
、
槊
（
ほ
こ
）
を
横
た
へ
て

詩
を
賦
す
。
固
（
ま
こ
と
）
に
一
世
の
雄
（
ゆ
う
）
な
り
。
而
（
し
か
）
る
に
今
安
（
い
ず
く
）
に
在
り
や
。(

下
略)
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２
３
【
劉
備
、
荊
州
を
得
る
】
十
八
史
略

劉
備
徇
荊
州
・
江
南
諸
郡
。
周
瑜
上
疏
於
権
曰
、
備
有
梟
雄
之
姿
。
而
有
関
羽
・
張
飛
、
熊
虎
之
将
。

聚
此
参
人
在
疆
埸
。
恐
蛟
龍
得
雲
雨
、
終
非
池
中
物
也
。
宜
徙
備
置
呉
。
権
不
従
。
瑜
方
議
図
北
方
。
会

病
卒
。
魯
粛
代
領
其
兵
。
粛
勧
以
荊
州
借
劉
備
。
権
従
之
。

劉
備
、
荊
州
・
江
南
諸
郡
を
徇(

と
な)

ふ
。
周
瑜
、
権
に
上
疏(

じ
ょ
う
そ)

し
て
曰
く
「
備
は
梟
雄
の

姿(

し)

有
り
。
而
し
て
関
羽
・
張
飛
、
熊
虎(

ゆ
う
こ)

の
将
有
り
。
此
の
参
人
を
聚(

あ
つ)

め
て
疆
埸(

き

ょ
う
え
き)

に
在
ら
し
む
。
恐
ら
く
は
蛟
龍
の
雲
雨
を
得
ば
、
終
に
池
中
の
物
に
非
ず
。
宜
し
く
備
を
徙(

う

つ)

し
て
呉
に
置
く
べ
し
」
と
。
権
、
従
わ
ず
。
瑜
、
方(

ま
さ)

に
北
方
を
図
ら
ん
こ
と
を
議
す
。
会
〻(

た

ま
た
ま)

病(

や)

み
て
卒
す
。
魯
粛(
ろ
し
ゅ
く)

、
代
り
て
其
の
兵
を
領
す
。
粛
、
権
に
勧
め
て
荊
州
を

以
て
劉
備
に
借(

か)

さ
し
む
。
権
、
之
に
従
ふ
。

「
大
き
い
は
耳
ば
か
り
か
と
孫
夫
人
」
柳
多
留
６
３
篇

２
４
【
呉
下
の
阿
蒙
に
あ
ら
ず
】
十
八
史
略

権
将
呂
蒙
、
初
不
学
。
権
勧
蒙
読
書
。
魯
粛
後
与
蒙
論
議
。
大
驚
曰
、
卿
非
復
呉
下
阿
蒙
。
蒙
曰
、
士

別
参
日
、
即
当
刮
目
相
待
。

権
の
将
呂
蒙(

り
ょ
も
う)

、
初
め
学
ば
ず
。
権
、
蒙
に
勧
め
て
書
を
読
ま
し
む
。
魯
粛
、
後
に
蒙
と
論

議
す
。
大
い
に
驚
き
て
曰
く
「
卿
は
復(

ま)

た
呉
下
の
阿
蒙
に
非
ず
」
と
。
蒙
曰
く
「
士
別
れ
て
参
日
な

ら
ば
、
即
ち
当(

ま
さ)

に
刮
目
し
て
相
待
つ
べ
し
」
と
。

２
５
【
劉
備
、
蜀
も
取
る
】
十
八
史
略

劉
備
初
用
龐
統
、
為
耒
陽
令
。
不
治
。
魯
粛
遣
備
書
曰
、
士
元
非
百
里
才
。
使
為
治
中
別
駕
、
乃
得
展

其
驥
足
耳
。
備
用
之
。
勧
取
益
州
。
備
留
関
羽
守
荊
州
、
引
兵
泝
流
、
自
巴
入
蜀
、
襲
劉
璋
、
入
成
都
。

備
既
得
益
州
。
孫
権
使
人
従
備
求
荊
州
。
備
不
肯
還
。
遂
争
之
。
已
而
分
荊
州
。
備
自
蜀
取
漢
中
、
自
立

為
漢
中
王
。

劉
備
、
初
め
龐
統(

ほ
う
と
う)

を
用
ひ
て
耒
陽(

ら
い
よ
う)

の
令
と
為
す
。
治
ま
ら
ず
。
魯
粛
、
備
に

書
を
遣(

お
く)

り
て
曰
く
「
士
元
は
百
里
の
才
に
非
ず
。
治
中
別
駕
た
ら
し
め
ば
、
乃
ち
其
の
驥
足(

き

そ
く)

を
展(

の)

ぶ
る
を
得
ん
の
み
」
と
。
備
、
之
を
用
ふ
。
益
州
を
取
ら
ん
こ
と
を
勧
む
。
備
、
関
羽

を
留
め
て
荊
州
を
守
ら
し
め
、
兵
を
引
ゐ
て
流
れ
を
泝(

さ
か
の
ぼ)

り
、
巴(

は)

よ
り
蜀
に
入
り
、
劉
璋

(

り
ゅ
う
し
ょ
う)

を
襲
ひ
て
成
都
に
入
る
。
備
、
既
に
益
州
を
得
た
り
。
孫
権
、
人
を
し
て
備
従
よ
り
荊

州
を
求
め
し
む
。
備
、
肯
て
還
さ
ず
。
遂
に
之
を
争
ふ
。
已
に
し
て
荊
州
を
分(

わ
か)

つ
。
備
、
蜀
よ
り

漢
中
を
取
り
、
自
立
し
て
漢
中
王
と
為
る
。

「
三
度
ま
で
通
い
お
蜀
を
手
に
入
れ
る
」
柳
多
留
３
６
篇

「
虎
五
匹
龍
一
匹
で
蜀
を
取
り
」
４
４
篇

(

『
世
説
新
語
』
識
鑑
篇
よ
り
引
用)

曹
公
問
裴
潜
曰
「
卿
昔
与
劉
備
共
在
荊
州
、
卿
以
備
才
如
何
」
。
潜
曰
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「
使
居
中
国
、
能
乱
人
、
不
能
為
治
。
若
乗
辺
守
険
、
足
為
一
方
之
主
」
。(

引
用
終
わ
り)

２
６
【
関
羽
の
死
】
十
八
史
略

漢
中
将
関
羽
、
自
江
陵
出
、
攻
燓
城
取
襄
陽
。
自
許
以
南
、
往
往
遥
応
羽
。
威
震
華
夏
。
曹
操
至
議
徙

許
都
以
避
其
鋒
。
司
馬
懿
曰
、
備
権
外
親
内
疎
。
関
羽
得
志
、
権
必
不
願
也
。
可
遣
人
勧
権
躡
其
後
。
許

割
江
南
以
封
権
。
操
従
之
。
時
魯
粛
已
死
、
呂
蒙
代
之
。
亦
勧
権
亦
図
羽
。
操
師
救
燓
。
権
将
陸
遜
、
又

襲
羽
後
。
羽
狼
狽
走
還
。
権
軍
獲
羽
斬
之
。
遂
定
荊
州
。

漢
中
の
将
関
・
羽
、
江
陵
よ
り
出
で
て
、
燓
城(

は
ん
じ
ょ
う)

を
攻
め
て
襄
陽(

じ
ょ
う
よ
う)

を
取
る
。

許(

き
ょ)

よ
り
以
南
、
往
々
遥
か
に
羽
に
応
ず
。
威
、
華
夏
に
震(

ふ
る)

ふ
。
曹
操
、
許
の
都
を
徙(

う

つ)

し
て
以
て
其
の
鋒
を
避
け
ん
と
議
す
る
に
至
る
。
司
馬
懿(

し
ば
い)

曰
く
「
備
と
権
と
は
外
、
親
に

し
て
、
内
、
疎
な
り
。
関
羽
、
志
を
得(

え)
ば
、
権
、
必
ず
願
は
ざ
る
な
り
。
人
を
し
て
権
に
勧
め
て
其

の
後
ろ
を
躡(

ふ)

ま
し
む
べ
し
。
江
南
を
割
き
て
以
て
権
を
封
ぜ
ん
こ
と
を
許
せ
」
と
。
操
、
之
に
従
ふ
。

時
に
魯
粛
、
已
に
死
し
、
呂
蒙
、
之
に
代
わ
る
。
亦
た
権
に
勧
め
て
羽
を
図(

は
か)

ら
し
む
。
操
の
師
、

燓
を
救
う
。
権
の
将
・
陸
遜
、
又
、
羽
が
後
ろ
を
襲
ふ
。
羽
、
狼
狽
し
て
走
り
還
る
。
権
の
軍
、
羽
を
獲

(

え)

て
之
を
斬
る
。
遂
に
荊
州
を
定
む
。

「
我
が
ひ
げ
を
ふ
ん
ま
え
関
羽
度
々
の
め
り
」
柳
多
留
１
２
２
篇

(

頼
山
陽
「
詠
三
国
人
物
十
二
絶
句
」
よ
り)

三
、
関
羽

北
伐
長
駆
不
備
呉

髯
公
終
被
阿
蒙
愚

問
君
曾
読
春
秋
日

却
記
秦
人･
役
無

北
伐

長
駆
し
て
呉
に
備
へ
ず

ほ
く
ば
つ

髯
公

終
に
阿
蒙
の
愚
を
被
る

ぜ
ん
こ
う

つ
ひ

君
に
問
ふ

曾
て
春
秋
を
読
む
の
日

か
つ

却
た
秦
人
の･

役
を
記
す
る
や
無
や

ま

し
ん
ひ
と

こ
う
え
き

い
な

･

役=

秦
軍
が･

山
で
晋
軍
に
大
敗
し
た
戦
い
。
『
春
秋
左
氏
伝
』(･

僖
公
三
十
三
年
、
前
６
２
７)

[

大
意]立

派
で
美
し
い
髯
で
も
有
名
な
関
羽
は
、
遠
征
し
て
魏
と
戦
っ
て
い
る
あ
い
だ
、
油
断
し
て
呉
軍
へ
の
備
え
を
し

な
か
っ
た
。
そ
の
隙
を
つ
か
れ
、
「
呉
下
の
阿
蒙
」
こ
と
呉
の
呂
蒙
に
負
け
た
。
関
羽
よ
。
あ
な
た
も
歴
史
書
『
春
秋
』

を
勉
強
し
た
は
ず
だ
。
あ
な
た
は
、
秦
軍
が
敗
北
を
喫
し
た･

山
の
戦
い
の
教
訓
を
、
忘
れ
て
い
た
の
か
。

[

評]

頼
山
陽
の
関
羽
へ
の
評
価
は
、
辛
口
で
あ
る
。

[

参
考]

篠
崎
小
竹
は
、
漢
人
は
関
羽
の
た
た
り
を
怖
が
る
の
で
絶
対
に
こ
ん
な
詩
は
口
に
で
き
ま
い
、
と
評
し
て
い

る
。

２
７
【
後
漢
の
滅
亡
】
十
八
史
略

初
曹
操
自
兗
州
牧
、
入
為
丞
相
。
領
冀
州
牧
。
封
魏
公
。
作
銅
雀
臺
於
鄴
。
已
而
進
爵
為
王
。
用
天
子

車
服
。
出
入
警
蹕
。
以
子
丕
為
王
太
子
。
操
卒
。
丕
立
。
自
為
丞
相
・
冀
州
牧
。
魏
群
臣
言
、
魏
当
代
漢
。

丕
遂
迫
帝
禅
位
、
以
帝
為
山
陽
公
。
帝
在
位
改
元
者
参
、
曰
初
平
・
興
平
・
建
安
。
元
年
至
二
十
五
年
、
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則
皆
曹
操
為
政
時
也
。
共
参
十
一
年
。
禅
位
又
十
四
年
而
卒
。
漢
自
高
祖
元
年
為
王
、
五
年
為
帝
、
至
是

二
十
四
世
、
四
百
二
十
六
年
。

初
め
曹
操
、
兗
州(

え
ん
し
ゅ
う)

の
牧
よ
り
、
入
り
て
丞
相
と
為
る
。
冀
州(

き
し
ゅ
う)

の
牧
を
領
す
。

魏
公
に
封
ぜ
ら
る
。
銅
雀
台
を
鄴(

ぎ
ょ
う)

に
作
る
。
已
に
し
て
爵
を
進
め
て
王
と
為
り
、
天
子
の
車
服

を
用
ひ
、
出
入(
し
ゅ
つ
に
ゅ
う)

に
警
蹕(

け
い
ひ
つ)

す
。
子
・
丕(

ひ)

を
以
て
王
太
子
と
為
す
。
操
、

卒
す
。
丕
、
立
つ
。
自
ら
丞
相
・
冀
州
の
牧
と
為
る
。
魏
の
群
臣
、
魏
は
当(

ま
さ)

に
漢
に
代
る
べ
し
と

言
ふ
。
丕
、
遂
に
帝
に
迫
り
位
を
禅(

ゆ
ず)

ら
し
め
、
帝
を
以
て
山
陽
公
と
為
す
。
帝
、
位
に
在
り
改
元

す
る
こ
と
参
、
初
平
・
興
平
・
建
安
と
曰
ふ
。
元
年
よ
り
二
十
五
年
に
至
る
ま
で
は
、
則
ち
皆
、
曹
操
の

政
を
為
し
し
時
な
り
。
共
に
参
十
一
年
な
り
。
位
を
禅
っ
て
又
十
四
年
に
し
て
卒
す
。
漢
、
高
祖
元
年
に

王
と
為
り
、
五
年
に
帝
と
為
り
し
よ
り
、
是(

こ
こ)

に
至
り
て
二
十
四
世
、
四
百
二
十
六
年
な
り
。

２
８
【
劉
備
、
蜀
で
即
位
】
十
八
史
略

昭
烈
皇
帝
諱
備
、
字
玄
徳
、
漢
景
帝
子
中
山
靖
王
勝
之
後
。
有
大
志
。
少
言
語
、
喜
怒
不
形
。
身
長
七

尺
五
寸
。
垂
手
下
膝
、
顧
自
見
其
耳
。
蜀
中
伝
言
、
曹
丕
簒
立
、
帝
已
遇
害
。
於
是
漢
中
王
、
発
喪
制
服
、

諡
曰
孝
愍
皇
帝
。
夏
四
月
、
即
帝
位
於
武
擔
之
南
、
大
赦
、
改
元
章
武
。
以
諸
葛
亮
為
丞
相
、
許
靖
為
司

徒
。
立
宗
廟
、
袷
祭
高
皇
帝
以
下
。
立
夫
人
呉
氏
為
皇
后
、
子
禅
為
皇
太
子
。

昭
烈
皇
帝
、
諱(

い
み
な)

は
備
、
字(

あ
ざ
な)

は
玄
徳
。
漢
の
景
帝
の
子
の
中
山
靖
王
勝
の
後(

の
ち)

な
り
。
大
志
有
り
。
言
語
少
な
く
、
喜
怒
形(

あ
ら)

は
さ
ず
。
身
の
長(
た
け)

七
尺
五
寸
。
手
を
垂
る
れ

ば
膝
よ
り
下
り
、
顧
み
れ
ば
自
ら
其
の
耳
を
見
る
。
蜀
中
伝
へ
て
言
ふ
「
曹
丕
簒
立(

さ
ん
り
つ)

し
て
帝

已
に
害
に
遇
へ
り
」
と
。
是(

こ
こ)

に
於
て
漢
中
王
、
喪
を
発
し
服
を
制
し
、
諡(
お
く
り
な)

し
て
孝
愍

皇
帝(

こ
う
び
ん
こ
う
て
い)

と
曰
ふ
。
夏
四
月
、
帝
位
に
武
担
の
南
に
於
て
即
き
、
大
赦
し
て
章
武
と
改

元
す
。
諸
葛
亮
を
以
て
丞
相
と
為
し
、
許
靖(

き
ょ
せ
い)

を
司
徒
と
為
す
。
宗
廟
を
立
て
、
高
皇
帝
以
下

を
袷
祭(

こ
う
さ
い)

す
。
夫
人
の
呉
氏
を
立
て
て
皇
后
と
為
し
、
子
の
禅
を
皇
太
子
と
為
す
。

２
９
【
魏
王
朝
、
成
立
】
十
八
史
略

魏
主
丕
、
姓
曹
氏
、
沛
国
譙
人
也
。
父
操
為
魏
王
、
丕
嗣
位
。
首
立
九
品
官
人
之
法
。
州
郡
皆
置
九
品

中
正
、
区
別
人
物
、
第
其
高
下
。
丕
既
簒
漢
、
自
立
為
帝
、
追
尊
操
為
太
祖
武
皇
帝
、
改
元
黄
初
。

魏
主
丕
、
姓
は
曹
氏
、
沛
国(

は
い
こ
く)

譙(

し
ょ
う)

の
人
な
り
。
父
の
操
、
魏
王
と
為
り
、
丕
、
位

を
嗣(

つ)

ぐ
。
首(

は
じ)

め
九
品
も
て
人
を
官
す
る
の
法
を
立
つ
。
州
郡
、
皆
、
九
品
の
中
正
を
置
き
、

人
物
を
区
別
し
て
、
其
の
高
下
を
第(

つ
い)

で
し
む
。
丕
、
既
に
漢
を
簒(

う
ば)

ひ
、
自
ら
立
ち
て
帝
と

為
り
、
操
を
追
尊
し
て
太
祖
武
皇
帝
と
為
し
、
黄
初(

こ
う
し
ょ)

と
改
元
す
。

３
０
【
魏
と
呉
の
講
和
】
十
八
史
略

帝
恥
関
羽
之
没
、
自
将
伐
孫
権
。
権
求
和
不
許
。
権
遣
使
於
魏
。
魏
封
権
為
呉
王
。
魏
主
問
呉
使
趙
咨

曰
、
呉
王
頗
知
学
乎
。
咨
曰
、
呉
王
任
賢
使
能
、
志
存
経
略
。
雖
有
余
閑
博
覧
書
史
、
不
效
書
生
尋
章
摘

句
。
魏
主
曰
、
呉
難
魏
乎
。
咨
曰
、
帯
甲
百
万
、
江
・
漢
為
池
。
南
難
之
有
。
曰
、
呉
如
大
夫
者
幾
人
。

咨
曰
、
聡
明
特
達
者
、
八
九
十
人
。
如
臣
之
比
、
車
載
斗
量
不
可
勝
数
。
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帝
、
関
羽
の
没
せ
し
を
恥
ぢ
、
自
ら
将
と
し
て
孫
権
を
伐
つ
。
権
、
和
を
求
む
れ
ど
も
許
さ
ず
。
権
、

使
ひ
を
魏
に
遣
は
す
。
魏
、
権
を
封
じ
て
呉
王
と
為
す
。
魏
主
、
呉
の
使
ひ
の
趙
咨(

ち
ょ
う
し)

に
問
ひ

て
曰
く
「
呉
王
、
頗
る
学
を
知
れ
る
か
」
と
。
咨
、
曰
く
「
呉
王
は
賢
を
任
じ
能
を
使
ひ
、
志
、
経
略
に

存
す
。
余
閑
有
れ
ば
博
く
書
史
を
覧
る
と
雖
も
、
書
生
の
章
を
尋
ね
句
を
摘
む
に
效(

な
ら)

は
ず
」
と
。

魏
主
、
曰
く
「
呉
は
魏
を
難(

は
ば
か)

る
か
」
と
。
咨
、
曰
く
「
帯
甲
百
万
、
江
・
漢
を
池
と
為
す
。
何

の
難
る
こ
と
か
之
れ
有
ら
ん
」
と
。
曰
く
「
呉
に
大
夫
の
如
き
者
幾
人
か
あ
る
」
と
。
咨
、
曰
く
「
聡
明

特
達
の
者
、
八
九
十
人
あ
り
。
臣
の
如
き
は
車
に
載
せ
斗
も
て
量(

は
か)

る
と
も
勝(

あ)

げ
て
数
ふ
べ
か

ら
ず
」
と
。

３
１
【
夷
陵
の
戦
い
】
十
八
史
略

帝
自
巫
峽
至
夷
陵
、
立
数
十
屯
、
与
呉
軍
相
拒
累
月
。
呉
将
陸
遜
、
連
破
其
四
十
余
営
。
帝
夜
遁
。

魏
主
責
呉
侍
子
。
不
至
。
怒
伐
之
。
呉
王
改
元
黄
武
、
臨
江
拒
守
。

帝
、
巫
峽(

ふ
き
ょ
う)

よ
り
夷
陵(

い
り
ょ
う)

に
数
十
屯
を
立
て
、
呉
軍
と
相
拒(

ふ
せ)

ぐ
こ
と
累
月

(

る
い
げ
つ)

な
り
。
呉
将
・
陸
遜
、
其
の
四
十
余
営
を
連
破
す
。
帝
、
夜
に
遁(

の
が)

る
。
魏
主
、
呉
の

侍
子(

じ
し)

を
責
む
。
至
ら
ず
。
怒
り
て
之
を
伐
つ
。
呉
王
、
黄
武
と
改
元
し
、
江
に
臨
み
て
拒(

ふ
せ)

ぎ
守
る
。

３
２
【
劉
備
の
死
】
十
八
史
略

参
年
、
夏
四
月
、
帝
崩
。
在
位
参
年
。
改
元
者
一
、
曰
章
武
。
諡
曰
昭
烈
皇
帝
。
太
子
禅
即
位
。
封
亮

為
武
郷
侯
。
太
子
既
立
。
是
為
後
皇
帝
。

参
年
夏
四
月
、
帝
崩
ず
。
在
位
参
年
。
元
を
改
む
る
こ
と
一
、
章
武
と
曰
ふ
。
諡(

お
く
り
な)

し
て
昭

烈
皇
帝
と
曰
ふ
。
太
子
・
禅
、
即
位
す
。
亮
を
封
じ
て
武
郷
侯
と
為
す
。
太
子
、
既
に
立
つ
。
是
を
後
皇

帝
と
為
す
。

３
３
【
劉
禅
、
即
位
】
十
八
史
略

後
皇
帝
名
禅
、
字
公
嗣
、
昭
烈
皇
帝
子
也
。
年
十
七
即
位
。
改
元
建
興
。
丞
相
諸
葛
亮
受
遺
詔
輔
政
。

後
皇
帝
、
名
は
禅
、
字
は
公
嗣(

こ
う
し)

、
昭
烈
皇
帝
の
子
な
り
。
年
十
七
に
し
て
即
位
す
。
建
興
と

改
元
す
。
丞
相
・
諸
葛
亮
、
遺
詔
を
受
け
て
政
を
輔(

た
す)

く
。
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３
４
【
君
、
み
ず
か
ら
取
る
べ
し
】
十
八
史
略

昭
烈
臨
終
謂
亮
曰
、
君
才
十
倍
曹
丕
。
必
能
安
国
家
、
終
定
大
事
。
嗣
子
可
輔
輔
之
。
如
其
不
可
、
君

可
自
取
。
亮
涕
泣
曰
、
臣
敢
不
竭
股
肱
之
力
、
效
忠
貞
之
節
、
継
之
以
死
。

昭
烈
、
終
り
に
臨
ん
で
亮
に
謂
ひ
て
曰
く
「
君
の
才
は
曹
丕
に
十
倍
す
。
必
ず
能
く
国
家
を
安
ん
じ
、

終(

つ
ひ)

に
大
事
を
定
め
ん
。
嗣
子
、
輔
く
べ
く
ん
ば
之
を
輔
け
よ
。
如(

も)

し
其
れ
不
可
な
ら
ば
、
君
、

自
ら
取
る
可
し
」
と
。
亮
、
涕
泣(

て
い
き
ゅ
う)

し
て
曰
く
「
臣
、
敢
て
、
股
肱(

こ
こ
う)

の
力
を
竭(

つ

く)

し
て
忠
貞
の
節
を
效(
い
た)

し
、
之
に
継
ぐ
に
死
を
以
て
せ
ざ
ら
ん
や
」
と
。

参
考
・
正
史
『
三
国
志
』
蜀
書
・
先
主
伝
の
注
に
載
せ
る
、
劉
備
の
息
子
へ
の
遺
言

〇
「
悪
の
小
な
る
を
以
て
之
を
為
す
こ
と
勿
れ
。
善
の
小
な
る
を
以
て
為
さ
ざ
る
勿
れ
。
惟
れ
賢
に
惟
れ
徳
に
、

能
く
人
を
服
す
」
。(

ア
ク
の
シ
ョ
ウ
な
る
を
モ
ッ
て
コ
レ
を
ナ
す
こ
と
ナ
カ
れ
。
ゼ
ン
の
シ
ョ
ウ
な
る
を
モ
ッ
て
ナ
さ
ざ

る
ナ
カ
れ
。
コ
れ
ケ
ン
に
コ
れ
ト
ク
に
、
ヨ
く
ヒ
ト
を
フ
ク
す)

『
諸
葛
亮
集
』
載
先
主
遺
詔
勅
後
主
曰
「
朕
初
疾
但
下
痢
耳
、
後
転
雑
他
病
、
殆
不
自
済
。
人
五
十
不
称

夭
、
年
已
六
十
有
余
、
何
所
復
恨
、
不
復
自
傷
、
但
以
卿
兄
弟
為
念
。
射
君
到
、･

丞
相
嘆
卿
智
量
、
甚
大

増
修
、
過
於
所
望
、
審
能
如
此
、
吾
復
何
憂
。
勉
之
、
勉
之
。
勿
以
悪
小
而
為
之
、
勿
以
善
小
而
不
為
。
惟

賢
惟
徳
、
能
服
於
人
。
汝
父
徳
薄
、
勿
效
之
。
可
読
『
漢
書
』
『
礼
記
』
、
閑
暇
歴
観
諸
子
及
『
六
韜
』
『
商
君

書
』
、
益
人
意
智
。
聞
丞
相
為
写
『
申
』
『
韓
』
『
管
子
』
『
六
韜
』
一
通
已
畢
、
未
送
、
道
亡
、
可
自
更
求
聞

達
」
。
臨
終
時
、
呼
魯
王
与
語
「
吾
亡
之
後
、
汝
兄
弟
父
事
丞
相
、
令
卿
与
丞
相
共
事
而
已
」
。

参
考
・
正
史
『
三
国
志
』
陳
寿
の
評

〇
「
高
祖(

劉
邦)

の
風
、
英
雄
の
器
」
「
君
臣
の
至
公
、
古
今
の
盛
軌
」

評
曰
、
先
主
之
弘
毅
寬
厚
、
知
人
待
士
、
蓋
有
高
祖
之
風
、
英
雄
之
器
焉
。
及
其
挙
国
託
孤
於
諸
葛
亮
、

而
心
神
無
貳
、
誠
君
臣
之
至
公
、
古
今
之
盛
軌
也
。
機
権
幹
略
、
不
逮
魏
武
、
是
以
基
宇
亦
狭
。
然
折
而

不
撓
、
終
不
為
下
者
、
抑
揆
彼
之
量
必
不
容
己
、
非
唯
競
利
、
且
以
避
害
云
爾
。

【
ポ
イ
ン
ト
】
功
よ
り
も
徳
。
利
よ
り
も
志
。
天
命
と
器
。

★
劉
備
「
偽
君
子
」
説
に
つ
い
て

(

渡
辺
一
夫
『
異
国
残
照
』
「
偽
善
の
勧
め
」
よ
り
引
用)

誰
に
で
も
あ
た
り
の
よ
い
人
の
こ
と
を
、
八
方
美
人
と
呼
び
ま
す
が
、(

中
略)

僅
か
八
方
だ
け
の
美
人
で
は
、
偽

善
者
と
し
て
は
下
の
下
で
す
。
億
兆
の
人
々
を
、
う
ま
く
騙
し
切
れ
る
ほ
ど
の
完
璧
な
偽
善
者
に
な
る
こ
と
こ

そ
、
私
の
理
想
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
皆
様
に
も
、
ぜ
ひ
そ
う
な
っ
て
ほ
し
い
と
お
願
い
い
た
し
ま
す
。(

引
用
終

わ
り)

★
劉
備
の
晩
年
と
死
後
の
評
価
←
→
曹
操
、
孫
権
、
豊
臣
秀
吉
の
場
合

(

遠
藤
周
作
『
狐
狸
庵

歴
史
の
夜
話
』
「
狂
っ
た
秀
吉
」
よ
り
引
用)

秀
吉
の
こ
と
を
考
え
る
た
び
、
私
は
若
か
っ
た
頃
、
あ
る
飲
屋
で
仏
文
学
者
の
渡
辺
一
夫
先
生
が
教
え
て
く
だ

さ
った
言
葉
を
思
い
だ
す
。

「
遠
藤
君
、
人
間
の
一
生
で
一
番
、
生
き
る
の
が
ム
ツ
か
し
い
の
は
老
年
で
す
。
若
い
時
や
壮
年
時
代
は
失
敗
し
て

も
社
会
が
許
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
だ
役
に
立
つ
か
ら
で
す
。
し
か
し
役
に
た
た
な
く
な
り
、
顔
も
体
も
醜
く
な
っ



- 21 -

た
老
年
に
は
世
間
は
許
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
時
、
ど
う
美
し
く
生
き
る
か
、
今
か
ら
考
え
て
お
き
な
さ
い
」

(

引
用
終
わ
り)

３
５
【
蜀
、
呉
と
講
和
】
十
八
史
略

亮
乃
約
官
職
、
修
法
制
、
下
教
曰
、
夫
参
署
者
、
集
衆
思
、
広
忠
益
也
。
若
遠
小
嫌
、
難
相
違
覆
、
曠

闕
損
矣
。
亮
乃
遣
鄧
芝
、
使
呉
修
好
。
芝
見
呉
王
曰
、
蜀
有
重
険
之
固
。
呉
有
参
江
之
阻
。
共
為
脣
歯
、

進
可
兼
并
天
下
、
退
可
鼎
足
而
立
。
呉
遂
絶
魏
専
与
漢
和
。

亮
、
乃
ち
官
職
を
約
し
、
法
制
を
修
め
、
教
へ
を
下
し
て
曰
く
「
夫(

そ)

れ
参
署
は
、
衆
思
を
集
め
、

忠
益
を
広
む
る
な
り
。
若
し
小
嫌(
し
ょ
う
け
ん)

を
遠
ざ
け
、
相
違
覆(

い
ふ
く)

す
る
こ
と
を
難(

は
ば

か)

ら
ば
、
曠
闕(

こ
う
け
つ)

し
て
損
あ
ら
ん
」
と
。
亮
、
乃
ち
鄧
芝(

と
う
し)

を
遣
は
し
、
呉
に
使
ひ

し
て
好(

よ
し)

み
を
修
め
し
む
。
芝
、
呉
王
に
見(

ま
み)

え
て
曰
く
「
蜀
に
重
険(

じ
ゅ
う
け
ん)

の
固(

か

た)

め
有
り
。
呉
に
参
江
の
阻(

そ)

有
り
。
共
に
唇
歯(

し
ん
し)

と
為
ら
ば
、
進
み
て
は
天
下
を
兼
并(

け

ん
ぺ
い)

す
可
く
、
退
き
て
は
鼎
足(

て
い
そ
く)

し
て
立
つ
べ
し
」
と
。
呉
、
遂
に
魏
と
絶
ち
、
専
ら
漢

と
和
す
。

３
６
【
南
船
北
馬
】
十
八
史
略

魏
主
以
舟
師
撃
呉
。
呉
列
艦
于
江
。
江
水
盛
長
。
魏
主
臨
望
、
歎
曰
、
我
雖
有
武
夫
千
群
、
無
所
施
也
。

於
是
還
師
。

魏
主
、
舟
師(

し
ゅ
う
し)

を
以
て
呉
を
撃
つ
。
呉
、
艦
を
江
に
列
す
。
江
水
盛
長
す
。
魏
主
、
臨
み
望

み
て
歎
じ
て
曰
く
「
我
、
武
夫
、
千
群
有
り
と
雖
も
、
施
す
所
無
き
な
り
」
と
。
是(
こ
こ)

に
於
い
て
師

を
還
す
。

３
７
【
七
縦
七
禽
】
十
八
史
略

南
夷
畔
漢
。
丞
相
亮
往
平
之
。
有
孟
獲
者
。
素
為
夷
漢
所
服
。
亮
生
致
獲
、
使
観
営
陣
、
縦
使
更
戦
。

七
縦
七
禽
、
猶
遺
獲
。
獲
不
去
曰
、
公
天
威
也
。
南
人
不
復
反
矣
。

南
夷
、
漢
に
畔(

そ
む)

く
。
丞
相
亮
、
往(

ゆ)

き
て
之
を
平
ら
ぐ
。
孟
獲(

も
う
か
く)

な
る
者
有
り
。

素
よ
り
夷
・
漢
の
服
す
る
所
と
為
る
。
亮
、
獲
を
生
致(

せ
い
ち)

し
、
営
陣
を
観(

み)

し
め
、
縦(

ゆ
る)

し
て
更
に
戦
は
し
む
。
七
縦
七
禽(

し
ち
し
ょ
う
し
ち
き
ん)

、
猶
ほ
獲
を
遣(

や)

る
。
獲
、
去
ら
ず
し
て

曰
く
「
公
は
天
威
な
り
。
南
人
復
た
反
せ
ず
」
と
。

参
考
『
三
国
志
』
蜀
志･

馬
謖
伝
の
注

「
心
を
攻
む
る
を
上
と
為
す
」

用
兵
之
道
、
攻
心
為
上
、
攻
城
為
下
。
心
戦
為
上
、
兵
戦
為
下
。

【
余
談
】
饅
頭
の
起
源
説
話
、
カ
エ
サ
ル
の
捕
虜
解
放
と
「
寛
容
」(

ク
レ
メ
ン
テ
ィ
ア)

３
８
【
波
濤
、
洶
湧
す
】
十
八
史
略

魏
主
又
以
舟
師
臨
呉
。
見
波
濤
洶
湧
、
歎
曰
、
嗟
乎
、
固
天
所
以
限
南
北
也
。
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魏
主
、
又
、
舟
師
を
以
て
呉
に
臨
む
。
波
濤
の
洶
湧(

き
ょ
う
よ
う)

す
る
を
見
て
、
歎
じ
て
曰
く
「
嗟

乎(
あ
あ)

、
固(

ま
こ
と)

に
天
の
南
北
に
限
る
所
以(

ゆ
ゑ
ん)

な
り
」
と
。

３
９
【
曹
丕
、
死
す
】
十
八
史
略

魏
主
丕
殂
。
僭
位
七
年
。
改
元
者
一
、
曰
黄
初
。
諡
曰
文
皇
帝
。
子
叡
立
。
是
為
明
帝
。
叡
母
被
誅
。

丕
嘗
与
叡
出
猟
、
見
子
母
鹿
。
既
射
其
母
、
使
叡
射
其
子
。
叡
泣
曰
、
陛
下
已
殺
其
母
。
臣
不
忍
殺
其
子
。

丕
惻
然
。
及
是
為
嗣
即
位
。

魏
主
・
丕
、
殂(

そ)

す
。
僭
位(
せ
ん
い)

す
る
こ
と
七
年
。
改
元
す
る
こ
と
一
、
黄
初
と
曰
ふ
。
諡(

お

く
り
な)

し
て
文
皇
帝
と
曰
ふ
。
子
・
叡(

え
い)

立
つ
。
是
を
明
帝
と
為
す
。
叡
の
母
、
誅
せ
ら
る
。
丕
、

嘗
て
叡
と
出
で
て
猟
し
、
子
母(

し
ぼ)
の
鹿
を
見
る
。
既
に
其
の
母
を
射(

い)

、
叡
を
し
て
其
の
子
を
射

せ
し
む
。
叡
、
泣
き
て
曰
く
「
陛
下
、
已
に
其
の
母
を
殺
せ
り
。
臣
、
其
の
子
を
殺
す
に
忍
び
ず
」
と
。

丕
、
惻
然(

そ
く
ぜ
ん)

た
り
。
是(

こ
こ)

に
及
ん
で
、
嗣
と
為
り
、
位
に
即
く
。

参
考
・
魏
王
朝
の
皇
帝

０
曹
操(

武
帝)

１
曹
丕(

文
帝)
２
曹
叡(

明
帝)

３
曹
芳(

廃
位
。
斉
王)

４

曹
髦(

殺
害
、
廃
位
。
高
貴
郷
公)

５
曹
奐(

元
帝
。
曹
操
の
孫
。
二
十
歳
で
司
馬
炎
に
禅
譲)

４
０
【
処
士
、
管
寧
】
十
八
史
略

処
士
管
寧
、
字
幼
安
。
自
東
漢
末
、
避
地
遼
東
参
十
七
年
。
魏
徴
之
。
乃
浮
海
西
帰
。
拝
官
不
受
。

処
士
・
管
寧(

か
ん
ね
い)

、
字
は
幼
安
。
東
漢
の
末
よ
り
、
地
を
遼
東
に
避
く
る
こ
と
参
十
七
年
。
魏
、

之
を
徴(

め)

す
。
乃
ち
海
に
浮
か
び
て
西
に
帰
る
。
官
に
拝
す
れ
ど
も
受
け
ず
。

(

頼
山
陽
『
詠
三
国
人
物
十
二
絶
句
』
よ
り)

十
二
、
管
寧

瓜
分
鼎
峙
竟
如
何

幾
個
英
雄
未
息
戈

堅
坐
膝
穿
還
自
快

領
来
一
榻
我
山
河

瓜
分

鼎
峙

竟
に
如
何

て
い

じ

つ
ひ

幾
個
の
英
雄

未
だ
戈
を
息
め
ず

ほ
こ

や

堅
坐

膝

穿
つ
も

還
た
自

ら
快
と
す

う
が

ま

み
づ
か

領
し
来
る
一
榻

我
が
山
河
な
り

き
た

い
っ
と
う

榻=

牀
榻
。
寝
台
兼
長
椅
子
。

[

大
意]管

寧
は
高
潔
な
学
者
だ
っ
た
。
時
の
権
力
者
か
ら
何
度
も
出
馬
を
要
請
さ
れ
て
も
、
そ
の
度
に
丁
重
に
辞
退

し
、
出
仕
し
な
か
っ
た
。
三
国
の
争
乱
が
果
て
し
な
く
続
い
た
乱
世
。
天
下
を
狙
う
ギ
ラ
ギ
ラ
し
た
英
雄
た
ち
の

時
代
、
権
力
と
距
離
を
置
く
管
寧
の
生
き
方
は
、
一
服
の
清
涼
剤
の
よ
う
だ
。

彼
は
何
十
年
も
、
質
素
な
自
宅
の
長
椅
子
を
愛
用
し
続
け
た
。
ひ
ざ
の
と
こ
ろ
に
穴
が
あ
い
て
も
、
使
い
続
け

た
。
彼
は
隠
士
と
し
て
の
質
素
な
生
活
に
満
足
し
た
。
彼
に
と
っ
て
、
自
由
な
思
索
の
時
間
を
す
ご
せ
る
一
畳
ほ

ど
の
長
椅
子
は
、
天
下
と
同
等
の
価
値
の
あ
る
世
界
な
の
だ
った
。

[

評]

立
っ
て
半
畳
寝
て
一
畳
、
天
下
取
っ
て
も
二
合
半
。
起
き
て
三
尺
寝
て
六
尺
、
千
石
万
石
も
米
五
合
。

[

参
考]

篠
崎
小
竹
は
、
頼
山
陽
は
管
寧
を
非
難
せ
ず
仲
間
の
よ
う
な
共
感
を
寄
せ
た
、
と
評
し
て
い
る
。
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４
１
【
出
師
の
表
】
十
八
史
略

漢
丞
相
亮
、
率
諸
軍
北
伐
魏
。
臨
発
上
疏
曰
、
今
天
下
参
分
、
益
州
疲
弊
。
此
危
急
存
亡
之
秋
也
。
宜

開
張
聖
聴
、
不
宜
塞
忠
諌
之
路
。
宮
中
・
府
中
、
倶
為
一
体
。
陟
罰
臧
否
、
不
宜
異
同
。
若
有
作
姦
犯
科

及
忠
善
者
、
宜
付
有
司
論
其
刑
賞
、
以
昭
平
明
之
治
。
親
賢
臣
遠
小
人
、
此
先
漢
所
以
興
隆
也
。
親
小
人

遠
賢
臣
、
此
後
漢
所
以
傾
頽
也
。
臣
本
布
衣
、
躬
畊
南
陽
、
苟
全
性
命
於
乱
世
、
不
求
聞
達
於
諸
侯
。
先

帝
不
以
臣
卑
鄙
、
猥
自
枉
屈
、
参
顧
臣
於
草
廬
之
中
、
諮
臣
以
当
世
之
事
。
由
是
感
激
、
許
先
帝
以
駆
馳
。

先
帝
知
臣
謹
慎
、
臨
崩
、
寄
以
大
事
。
受
命
以
来
、
夙
夜
憂
懼
、
恐
付
託
不
效
、
以
傷
先
帝
之
明
。
故
五

月
渡
瀘
、
深
入
不
毛
。
今
南
方
已
定
、
兵
甲
已
足
。
当
奨
率
参
軍
、
北
定
中
原
。
興
復
漢
室
、
還
于
旧
都
、

此
臣
所
以
報
先
帝
而
忠
陛
下
之
職
分
也
。
遂
屯
漢
中
。

漢
の
丞
相
・
亮
、
諸
軍
を
率
ゐ
て
北
の
か
た
魏
を
伐
つ
。
発
す
る
に
臨
み
、
上
疏(

じ
ょ
う
そ)

し
て
曰

く
「
今
、
天
下
参
分
し
、
益
州
疲
弊
せ
り
。
此
れ
危
急
存
亡
の
秋(

と
き)

な
り
。
宜
し
く
聖
聴
を
開
帳
す

べ
く
、
宜
し
く
忠
諌(

ち
ゅ
う
か
ん)

の
路
を
塞
ぐ
べ
か
ら
ず
。
宮
中
・
府
中
は
倶(

と
も)

に
一
体
た
り
。

臧
否(

ぞ
う
ひ)

を
陟
罰(

ち
ょ
く
ば
つ)

す
る
に
、
宜
し
く
異
同
あ
る
べ
か
ら
ず
。
若
し
、
姦
を
作(

な)

し
、

科
を
犯
し
、
及
び
忠
善
の
者
有
ら
ば
、
宜
し
く
有
司
に
付
し
て
其
の
刑
賞
を
論
じ
、
以
て
平
明
の
治
を
昭

(

あ
き
ら)

か
に
す
べ
し
。
賢
臣
に
親
し
み
小
人
を
遠
ざ
く
る
は
、
此
れ
先
漢
の
興
隆
せ
し
所
以
な
り
。
小

人
に
親
し
み
賢
人
を
遠
ざ
く
る
は
、
此
れ
後
漢
の
傾
頽(

け
い
た
い)
せ
し
所
以
な
り
。
臣
、
本(

も
と)

布

衣(

ほ
い)

、
南
陽
に
躬
畊(

き
ゅ
う
こ
う)

し
、
性
命
を
乱
世
に
苟
全(

こ
う
ぜ
ん)

し
て
、
聞
達(

ぶ
ん
た

つ)

を
諸
侯
に
求
め
ず
。
先
帝
、
臣
が
卑
鄙(

ひ
ひ)

な
る
を
以
て
せ
ず
、
猥(
み
だ)

り
に
自
ら
枉
屈(

お
う

く
つ)

し
て
、臣
を
草
廬(

そ
う
ろ)

の
中
に
参
顧
し
、臣
に
諮(

と)

ふ
に
当
世
の
事
を
以
て
す
。
是
に
由(

よ)

り
て
感
激
し
、
先
帝
に
許
す
に
駆
馳(

く
ち)

を
以
て
す
。
先
帝
、
臣
の
謹
慎
な
る
を
知
り
、
崩
ず
る
に
臨

み
、
寄
す
る
に
大
事
を
以
て
せ
り
。
命
を
受
け
て
よ
り
以
来
、
夙
夜(

し
ゅ
く
や)

憂
懼(

ゆ
う
く)

し
、
付

託
の
效(

こ
う)

あ
ら
ず
し
て
、
以
て
先
帝
の
明
を
傷(

そ
こ
な)

は
ん
こ
と
を
恐
る
。
故
に
五
月
、
瀘(

ろ)

を
渡
り
、
深
く
不
毛
に
入
る
。
今
、
南
方
、
已
に
定
ま
り
、
兵
甲
、
已
に
足
る
。
当(

ま
さ)

に
参
軍
を
奨

率(

し
ょ
う
そ
つ)

し
て
、
北
の
か
た
中
原
を
定
む
べ
し
。
漢
室
を
興
復
し
、
旧
都
を
還(

か
へ)

さ
ん
こ
と

は
、
此
れ
臣
が
先
帝
に
報
い
て
陛
下
に
忠
な
る
所
以
の
職
分
な
り
」
と
。
遂
に
漢
中
に
屯
す
。

比
較
参
考

宮
沢
賢
治
の
詩(

一
〇
八
二
・
あ
す
こ
の
田
は
ね
え)

、
「
佐
久
間
艇
長
の
遺
言
」

参
考

土
井
晩
翠
『
天
地
有
情
』
「
星
落
秋
風
五
丈
原
」

(

前
略)

夢
寐(

む
び)

に
忘
れ
ぬ
君
王
の
／
い
ま
は
の
御
こ
と
畏
み
て
／
心
を
焦
が
し
身
を
つ
く
す
／
暴
露
の
つ
と

め
幾
と
せ
か
／
今
落
葉(

ら
く
よ
う)

の
雨
の
音
／
大
樹
ひ
と
た
び
倒
れ
な
ば
／
漢
室
の
運
は
た
い
か
に
。
／
＊

＊

＊

／
丞
相
病
あ
つ
か
り
き
。(

後
略)

４
２
【
北
伐
】
十
八
史
略

明
年
、
率
大
軍
攻
祁
山
。
戎
陣
整
斉
、
号
令
明
粛
。
始
魏
以
昭
烈
既
崩
、
数
歳
寂
然
無
聞
、
略
無
所
備
。

猝
聞
亮
出
、
朝
野
恐
懼
。
於
是
天
水
・
安
定
等
郡
、
皆
応
亮
、
関
中
響
震
。
魏
主
如
長
安
、
遣
張
郃
拒
之
。

亮
使
馬
謖
督
諸
軍
戦
于
街
亭
。
謖
違
亮
節
度
。
郃
大
破
之
。
亮
乃
還
漢
中
。
已
而
復
言
於
漢
帝
曰
、
漢
賊
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不
両
立
、
王
業
不
偏
安
。
臣
鞠
躬
尽
力
、
死
而
後
已
。
至
於
成
敗
利
鈍
、
非
臣
所
能
逆
覩
也
。
引
兵
出
散

関
、
囲
陳
倉
。
不
克
。

明
年
、
大
軍
を
率
い
て
、
祁
山(

き
ざ
ん)

を
攻
む
。
戎
陣(

じ
ゅ
う
じ
ん)

整
斉
、
号
令
、
明
粛(

め
い

し
ゅ
く)

な
り
。
始
め
魏
、
昭
烈
、
既
に
崩
じ
、
数
歳
、
寂
然
と
し
て
聞
く
こ
と
無
き
を
以
て
、
略
〻(

ほ

ぼ)

備
ふ
る
所
無
し
。
猝(

に
は
か)

に
亮
の
出
づ
る
を
聞
き
、
朝
野
、
恐
懼(

き
ょ
う
く)

す
。
是(

こ
こ)

に
於
て
天
水
・
安
定
等
の
郡
、
皆
、
亮
に
応
じ
、
関
中
、
響
震(

き
ょ
う
し
ん)

す
。
魏
主
、
長
安
に
如(

ゆ)

き
、
張
郃(

ち
ょ
う
こ
う)
を
し
て
之
を
拒(

ふ
せ)

が
し
む
。
亮
、
馬
謖(

ば
し
ょ
く)

を
し
て
諸
軍
を
督(

と

く)

し
街
亭
に
戦
は
し
む
。
謖
、
亮
の
節
度
に
違(

た
が)

ふ
。
郃
、
大
い
に
之
を
破
る
。
亮
、
乃
ち
関
中

に
還
る
。
已(

す
で)

に
し
て
復(
ま)

た
漢
帝
に
言(

ま
う)

し
て
曰
く
「
漢
と
賊
と
は
両
立
せ
ず
、
王
業
は

偏
安(

へ
ん
あ
ん)

せ
ず
。
臣
、
鞠
躬(
き
く
き
ゅ
う)

し
て
力
を
尽
し
、
死
し
て
後
に
已(

や)

ま
ん
。
成
敗

利
鈍(

り
ど
ん)

に
至
り
て
は
、
臣
が
能
く
逆(

あ
ら
か
じ)

め
覩(

み)

る
所
に
非
ざ
る
な
り
」
と
。
兵
を
引

ゐ
て
散
関
よ
り
出
で
、
陳
倉
を
囲(

か
こ)

む
。
克
た
ず
。

４
３
【
孫
権
、
皇
帝
を
称
す
】
十
八
史
略

呉
王
孫
権
、
自
称
皇
帝
於
武
昌
、
追
尊
父
堅
、
為
武
烈
皇
帝
、
兄
策
為
長
沙
桓
王
。
已
而
遷
都
建
業
。

呉
王
・
孫
権
、
自
ら
皇
帝
を
武
昌
に
称
し
、
父
・
堅
を
追
尊
し
て
武
烈
皇
帝
と
為
し
、
兄
・
策
を
長
沙

桓
王(

ち
ょ
う
さ
か
ん
お
う)

と
為
す
。
已(

す
で)

に
し
て
都
を
建
業
に
遷(

う
つ)

す
。

４
４
【
木
牛
流
馬
】
十
八
史
略

蜀
漢
丞
相
亮
、
又
伐
魏
囲
祁
山
。
魏
遣
司
馬
懿
督
諸
軍
拒
亮
。
懿
不
肯
戦
。
賈
詡
等
曰
、
公
畏
蜀
如
虎
。

奈
天
下
笑
何
。
懿
乃
使
張
郃
向
亮
。
亮
逆
戦
。
魏
兵
大
敗
。
亮
以
糧
尽
退
軍
。
郃
追
之
、
与
亮
戦
、
中
伏

弩
而
死
。
亮
還
勧
農
講
武
、
作
木
牛
流
馬
、
治
邸
閣
、
息
民
休
士
、
参
年
而
後
用
之
。
悉
衆
十
万
、
又
由

斜
谷
口
伐
魏
、
進
軍
渭
南
。
魏
大
将
軍
司
馬
懿
引
兵
拒
守
。

蜀
漢
の
丞
相
・
亮
、
又
、
魏
を
伐
ち
、
祁
山(

き
ざ
ん)

を
囲
む
。
魏
、
司
馬
懿(

し
ば
い)

を
遣
は
し
て

諸
軍
を
督
し
て
亮
を
拒(

ふ
せ)

が
し
む
。
懿
、
肯
て
戦
は
ず
。
賈
詡(

か
く)

ら
曰
く
「
公
、
蜀
を
畏
る
る

こ
と
虎
の
如
し
。
天
下
の
笑
ひ
を
奈
何(

い
か
ん)

せ
ん
」
と
。
懿
、
乃
ち
張
郃(

ち
ょ
う
こ
う)

を
し
て
亮

に
向
か
は
し
む
。
亮
、
逆(

む
か)

へ
戦
ふ
。
魏
の
兵
、
大
敗
す
。
亮
、
糧
の
尽
く
る
を
以
て
軍
を
退
く
。

郃
、
之
を
追
ひ
、
亮
と
戦
ひ
、
伏
弩
に
中(

あ
た)

り
て
死
す
。
亮
、
還
り
て
農
を
勧
め
武
を
講
じ
、
木
牛

流
馬
を
作
り
、
邸
閣
を
治
め
、
民
を
息(

や
す)

め
士
を
休
め
、
参
年
に
し
て
後
に
之
を
用
ふ
。
衆
十
万
を

悉(

つ)

く
し
て
、
又
、
斜
谷
口(

や
こ
く
こ
う)

よ
り
魏
を
伐
ち
、
進
み
て
渭
南(

い
な
ん)

に
軍
す
。
魏
の

大
将
軍
・
司
馬
懿
、
兵
を
引
ゐ
て
拒
ぎ
守
る
。

４
５
【
蜀
の
屯
田
兵
】
十
八
史
略

亮
以
前
者
数
出
、
皆
運
糧
不
継
、
使
己
志
不
伸
、
乃
分
兵
屯
田
。
耕
者
雑
於
渭
浜
居
民
之
間
、
而
百
姓

安
堵
、
軍
無
私
焉
。

亮
、
前
者(

さ
き)

に
数
〻(

し
ば
し
ば)

出
づ
る
も
、
皆
、
運
糧
継
が
ず
、
己(

お
の)

が
志
を
し
て
伸
び

ざ
ら
し
め
し
を
以
て
、
乃
ち
兵
を
分
か
ち
て
屯
田
す
。
耕
す
者
、
渭
浜(

い
ひ
ん)

の
居
民
の
間
に
雑(

ま
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じ)

り
、
而
も
百
姓(

ひ
ゃ
く
せ
い)

安
堵
し
、
軍
に
私(

わ
た
く
し)

無
し
。

４
６
【
女
衣
巾
幗
】
十
八
史
略

亮
数
挑
懿
戦
。
懿
不
出
。
乃
遣
以
巾
幗
婦
人
之
服
。
亮
使
者
至
懿
軍
。
懿
問
其
寝
食
及
事
煩
簡
、
而
不

及
戎
事
。
使
者
曰
、
諸
葛
公
夙
興
夜
寐
、
罰
二
十
以
上
皆
親
覧
。
所
噉
食
、
不
至
数
升
。
懿
告
人
曰
、
食

少
事
煩
、
其
能
久
乎
。

亮
、
数
〻
、
懿
に
戦
ひ
を
挑
む
。
懿
、
出
で
ず
。
乃
ち
遣(

お
く)

る
に
巾
幗(

き
ん
か
く)

婦
人
の
服
を

以
て
す
。
亮
の
使
者
、
懿
の
軍
に
至
る
。
懿
、
其
の
寝
食
及
び
事
の
煩
簡
を
問
ひ
て
、
戎
事(

じ
ゅ
う
じ)

に
及
ば
ず
。
使
者
曰
く
「
諸
葛
公
、
夙(

つ
と)

に
興(

お)

き
、
夜
に
寝(

い)

ね
、
罰
二
十
以
上
は
皆
、
親

(

み
ず
か)

ら
覧(

み)

る
。
噉
食(

た
ん
し
ょ
く)

す
る
所
は
数
升
に
至
ら
ず
」
と
。
懿
、
人
に
告
げ
て
曰
く

「
食
少
な
く
事
煩
は
し
、
其
れ
能(

よ)

く
久
し
か
ら
ん
や
」
と
。

４
７
【
死
せ
る
諸
葛
、
生
け
る
仲
達
を
走
ら
す
】
十
八
史
略

亮
病
篤
。
有
大
星
、
赤
而
芒
、
墜
亮
営
中
。
未
幾
亮
卒
。
長
吏
楊
儀
整
軍
還
。
百
姓
奔
告
懿
。
懿
追
之
。

姜
維
令
儀
反
旗
鳴
鼓
、
若
将
向
懿
。
懿
不
敢
逼
。
百
姓
為
之
諺
曰
、
死
諸
葛
、
走
生
仲
達
。
懿
笑
曰
、
吾

能
料
生
、
不
能
料
死
。
亮
嘗
推
演
兵
法
、
作
八
陣
図
。
至
是
懿
案
行
其
営
塁
、
歎
曰
、
天
下
奇
材
也
。

亮
、
病
ひ
篤(

あ
つ)

し
。
大
星
有
り
、
赤
く
し
て
芒
あ
り
、
亮
の
営
中
に
墜
つ
。
未
だ
幾(

い
く
ば
く)

な
ら
ず
し
て
亮
、
卒
す
。
長
吏
・
楊
儀
、
軍
を
整
へ
て
還
る
。
百
姓
、
奔(

は
し)
り
て
懿
に
告
ぐ
。
懿
、

之
を
追
ふ
。
姜
維(

き
ょ
う
い)

、
儀
を
し
て
旗
を
反(

か
へ)

し
鼓
を
鳴
ら
し
、
将(
ま
さ)

に
懿
に
向
か
は

ん
と
す
る
が
若(

ご
と)

く
せ
し
む
。
懿
、
敢
て
逼(

せ
ま)

ら
ず
。
百
姓
、
之
が
為
に
諺(
こ
と
わ
ざ)

し
て

曰
く
「
死
せ
る
諸
葛
、
生
け
る
仲
達
を
走
ら
す
」
と
。
懿
、
笑
ひ
て
曰
く
「
吾
、
能(

よ)
く
生
を
料(

は

か)

れ
ど
も
、
死
を
料
る
こ
と
能
は
ず
」
と
。
亮
、
嘗
て
兵
法
を
推
演
し
、
八
陣
の
図
を
作
る
。
是(
こ
こ)

に
至
り
て
、
懿
、
其
の
営
塁
を
案
行
し
、
歎
じ
て
曰
く
「
天
下
の
奇
材
な
り
」
と
。

「
孔
明
が
死
ん
で
夜
講
の
入
り
が
落
ち
」
柳
多
留
６
４
篇

吉
川
英
治
『
三
国
志
』
篇
外
余
録
よ
り
引
用

頼
山
陽
の
題
詩
「
仲
達
、
武
侯
の
営
址
を
観
み
る
図
に
題
す
」
に
、
山
陽
は
こ
う
い
っ
て
い
る
。

―
―
公
論
ハ
敵
讐
ヨ
リ
出
ヅ
ル
ニ
如
カ
ズ
、
と
。

至
言
で
あ
る
。
山
陽
は
、
仲
達
が
蜀
軍
退
却
の
跡
に
立
っ
て
、

「
彼
は
ま
さ
に
天
下
の
奇
才
だ
」

と
、
激
賞
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
、
そ
の
こ
と
ば
を
さ
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
上
、
孔
明
を
論
じ
、
孔

明
を
是
々
非
々
し
て
み
る
必
要
は
な
い
じ
ゃ
な
い
か
―
―
と
世
の
理
論
好
き
に
一
句
止(

と
ど)

め
を
さ
し
た
も
の

と
い
え
よ
う
。

だ
が
、
こ
こ
で
も
う
一
言
、
私
見
を
ゆ
る
し
て
も
ら
え
る
な
ら
、
私
は
や
は
り
こ
う
云
い
た
い
。
仲
達
は
天
下
の

奇
才
だ
、
と
い
っ
た
が
、
私
は
、
偉
大
な
る
平
凡
人
と
称(

た
た)

え
た
い
の
で
あ
る
。
孔
明
ほ
ど
正
直
な
人
は
少
な

い
。
律
義
実
直
で
あ
る
。
決
し
て
、
孔
子
孟
子
の
よ
う
な
聖
賢
の
円
満
人
で
も
な
け
れ
ば
、
奇
矯
な
る
快
男
児
で

も
な
い
。
た
だ
そ
の
平
凡
が
世
に
多
い
平
凡
と
ち
が
っ
て
非
常
に
大
き
い
の
で
あ
る
。
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彼
が
、
軍
を
移
駐
し
て
、
あ
る
地
点
か
ら
あ
る
地
点
へ
移
動
す
る
と
、
か
な
ら
ず
兵
舎
の
構
築
と
と
も
に
、
附

近
の
空
閑
地
に
蕪(

か
ぶ)

（
蔓
菁(

ま
ん
せ
い)

と
も
よ
ぶ
）
の
種
を
蒔(

ま)

か
せ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
蕪
は
、
春
夏

秋
冬
、
い
つ
で
も
成
育
す
る
し
、
土
壌(

ど
じ
ょ
う)

を
え
ら
ば
な
い
特
質
も
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
根
か
ら
茎(

く
き)

や
葉
ま
で
生(
な
ま)

で
も
煮
て
も
喰
べ
ら
れ
る
と
い
う
利
便
が
あ
る
の
で
、
兵
の
軍
糧
副
食
物
と
し
て
は
絶
好
の

物
だ
っ
た
ら
し
い
。

こ
う
い
う
細
か
い
点
に
も
気
の
つ
く
よ
う
な
人
は
、
い
わ
ゆ
る
豪
快
英
偉
な
人
物
の
頭
脳
で
は
求
め
ら
れ
な
い
と

こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
正
直
律
義
な
人
に
し
て
初
め
て
思
い
い
た
る
所
で
あ
る
。
と
か
く
青
い
物
の
栄
養
に
欠
け
が
ち
な

陣
中
食
に
、
こ
の
蕪(

か
ぶ)

は
ず
い
ぶ
ん
大
き
な
戦
力
と
な
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
戦
陣
を
進
め
る
場
合
も
、
そ
の
ま

ま
、
捨
て
て
行
っ
て
惜
し
気
も
な
い
し
、
ま
た
次
の
大
地
で
す
ぐ
採
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
で
、
こ
の
蔓
菁(

ま
ん

せ
い)

の
播
植(

は
し
ょ
く)

は
、
諸
所
の
地
方
民
の
日
常
食
に
も
分
布
さ
れ
て
、
今
も
蜀
の
江
陵
地
方
の
民
衆
の
あ

い
だ
で
は
、
こ
の
蕪
の
こ
と
を
「
諸
葛
菜(

し
ょ
か
つ
さ
い)

」
と
よ
ん
で
愛
食
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。(

引
用
終
わ
り)

参
考
・
頼
山
陽
の
漢
詩
「
題
司
馬
仲
達
観
武
侯
営
址
図
」

死
諸
葛

生
仲
達

吾
能
料
生
不
料
死

此
語
大
痴
乃
小
黠

却
有
天
下
奇
才
目

足
見
姦
雄
心
真
服

寿
曰
管
簫
流

甫
曰
伊
呂
儔

後
儒
賛
頌
雷
同
耳

不
若
公
論
出
敵
讐

司
馬

仲

達
、
武
侯
の
営
址
を
観
る
図
に
題
す

し

ば

ち
ゅ
う
た
つ

ぶ

こ
う

え

い

し

み

ず

だ
い

死
せ
る
諸
葛
、
生
け
る
仲

達
。
「
吾
、
能
く
生
を
料
る
も
死
を
料
ら
ず
」
。
此
の
語
、
大
痴
な
れ
ど
も

乃

ち

し

し
ょ
か
つ

い

ち
ゅ
う
た
つ

わ
れ

よ

せ
い

は
か

し

は
か

こ

ご

た
い

ち

す
な
は

小

黠
な
り
。
却
っ
て
天
下
の
奇
才
の
目
有
り
。
姦
雄
の
心

、
真

に
服
す
る
を
見
る
に
足
る
。
寿
は
曰
ふ
、
管

簫

し
ょ
う
か
つ

か
へ

て
ん

か

き

さ
い

も
く

あ

か
ん
ゆ
う

こ
こ
ろ

ま
こ
と

ふ
く

み

た

じ
ゅ

い

か
ん
し
ょ
う

の
流

と
。
甫
は
曰
ふ
、
伊
呂
の

儔

と
。
後
儒
の
賛

頌

は
雷
同
な
る
の
み
。
若
か
ず
、
公
論
の
敵

讐
よ
り
出
づ

り
ゅ
う

ほ

い

い

り
ょ

と
も
が
ら

こ
う
じ
ゅ

さ
ん
し
ょ
う

ら
い
ど
う

し

こ
う
ろ
ん

て
き
し
ゅ
う

い

る
に
。

頼
山
陽
、
文
政
十
二
年(
１
８
２
９)

の
作

[

注]大
痴
乃
小
黠=

「
小
黠
大
痴
」(

こ
ざ
か
し
く
ふ
る
ま
う
が
実
は
と
て
も
愚
か
で
あ
る)

の
逆
。

寿
曰
＝
正
史
『
三
国
志
』
の
陳
寿
の
評
「
可
謂
識
治
之
良
才
、
管
蕭
之
亞
匹
矣
」
。

甫
曰
＝
杜
甫
の
詩
「
詠
懐
古
跡
」
に
「
伯
仲
之
間
見
伊
呂
」(

殷
の
伊
尹
、
周
の
呂
尚
と
伯
仲
し
て
い
る)

[

大
意]司

馬
懿
が
諸
葛
孔
明
の
陣
営
の
あ
と
を
見
る
様
子
を
描
い
た
絵
図
に
書
き
つ
け
た
漢
詩
。

死
せ
る
諸
葛
孔
明
、
生
け
る
司
馬
仲
達
を
走
ら
す
。
五
丈
原
の
最
後
の
戦
い
の
後
、
司
馬
懿
こ
と
司
馬
仲
達

は
「
私
は
、
生
き
て
い
る
者
の
考
え
は
わ
か
る
が
、
死
ん
だ
者
の
考
え
は
わ
か
ら
な
い
」
と
、
悔
し
ま
ぎ
れ
の
言
い
訳

を
述
べ
た
。
こ
の
言
葉
は
、
愚
か
な
中
に
も
少
し
機
知
を
感
じ
る
。
ま
た
司
馬
懿
は
、
撤
退
し
た
蜀
軍
の
陣
営
の

あ
と
を
見
て
、
孔
明
の
才
能
に
瞠
目
し
「
天
下
の
奇
才
な
り
」
と
評
し
た
。
奸
智
に
た
け
た
英
雄
で
あ
る
司
馬
懿

が
、
本
当
に
孔
明
に
心
服
し
た
こ
と
が
、
わ
か
る
。

後
世
の
知
識
人
の
孔
明
評
は
、
ど
れ
も
陳
腐
だ
。
歴
史
家
で
あ
る
陳
寿
は
、
孔
明
を
い
に
し
え
の
管
仲
や
蕭
何

に
な
ぞ
ら
え
て
高
く
評
価
し
た
。
大
詩
人
で
あ
る
杜
甫
は
、
孔
明
を
伊
尹
や
呂
尚
に
匹
敵
す
る
と
賞
賛
し
た
。

こ
れ
ら
は
ど
れ
も
、
結
局
は
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
評
価
に
す
ぎ
な
い
。
孔
明
を
相
手
に
戦
っ
た
司
馬
懿
に
よ
る
孔
明

評
に
は
、
及
ば
な
い
。

敵
と
し
て
戦
っ
た
ラ
イ
バ
ル
か
ら
出
た
評
価
が
、
い
ち
ば
ん
公
平
だ
。

[

評]

血
戦
の
相
手
か
ら
の
「
逆
感
状
」
は
、
凡
百
の
批
評
よ
り
重
み
が
あ
る
。
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４
８
【
泣
い
て
馬
謖
を
斬
る
】
十
八
史
略

亮
為
政
無
私
。
馬
謖
素
為
亮
所
知
。
及
敗
軍
流
涕
斬
之
、
而
卹
其
後
。
李
平
・
廖
立
、
皆
為
亮
所
廃
。

及
聞
亮
之
喪
、
皆
歎
息
流
涕
、
卒
至
発
病
死
。
史
称
、
亮
開
誠
心
、
布
公
道
。
刑
政
雖
峻
而
無
怨
者
。
真

識
治
之
良
材
。
而
謂
其
材
長
於
治
国
、
将
略
非
所
長
、
則
非
也
。
初
丞
相
亮
、
嘗
表
於
帝
曰
、
臣
成
都
有

桑
八
百
株
、
薄
田
十
五
頃
。
子
弟
衣
食
自
有
余
。
不
別
治
生
以
長
尺
寸
。
臣
死
之
日
、
不
使
内
有
余
帛
、

外
有
贏
財
、
以
負
陛
下
。
至
是
卒
。
如
其
言
。
諡
忠
武
。

亮
、
政
を
為
す
に
私(

わ
た
く
し)
無
し
。
馬
謖(

ば
し
ょ
く)

素
よ
り
亮
の
知
る
所
と
為
る
。
軍
を
敗(

や

ぶ)

る
に
及
び
、
涕(

な
み
だ)

を
流
し
て
之
を
斬
り
、
而(

し
か)

し
て
其
の
後
を
卹(

あ
は
れ)

む
。
李
平

・
廖
立(

り
ょ
う
り
つ)

、
皆
、
亮
の
廃
す
る
所
と
為
る
。
亮
の
喪(

そ
う)

を
聞
く
に
及
び
、
皆
、
歎
息
流

涕(

り
ゅ
う
て
い)

し
、
卒(

つ
ひ)

に
病
を
発
し
て
死
す
る
に
至
る
。
史
に
称
す
「
亮
、
誠
心
を
開
き
、
公

道
を
布(

し)

く
。
刑
政(

け
い
せ
い)

、
峻(

し
ゅ
ん)
な
り
と
雖
も
而
も
怨
む
者
無
し
。
真
に
治(

ち)

を
識

る
の
良
材
な
り
」
と
。
而
し
て
「
其
の
材
、
国
を
治
む
る
に
長
じ
て
、
将
略
は
長
ず
る
所
に
非
ず
」
と
謂

ふ
は
則
ち
非
な
り
。
初
め
丞
相
・
亮
、
嘗
て
帝
に
表
し
て
曰
く
「
臣
、
成
都
に
桑
八
百
株
、
薄
田
十
五
頃

(

け
い)

有
り
。
子
弟
の
衣
食
、
自(

お
の
ず
か)

ら
余
り
有
り
。
別
に
生
を
治
め
て
以
て
尺
寸(

せ
き
す
ん)

を
長
ぜ
ず
。
臣
死
す
る
の
日
、
内
に
余
帛(

よ
は
く)

有
り
、
外
に
贏
財(

え
い
ざ
い)

有
り
て
以
て
陛
下
に

負(

そ
む)

か
し
め
ず
」
と
。
是(

こ
こ)

に
至
り
て
卒(

し
ゅ
っ)

す
。
其
の
言
の
如
し
。
忠
武
と
諡(

お
く

り
な)

す
。
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４
９
【
司
馬
懿
と
曹
爽
】
十
八
史
略

魏
主
性
好
土
功
、
先
是
既
治
許
昌
宮
。
後
又
作
洛
陽
宮
、
徙
長
安
鐘
簴
・
橐
駝
・
銅
人
・
承
露
盤
於
洛

陽
。
盤
折
声
聞
数
十
里
。
銅
人
重
不
可
致
。
乃
大
発
銅
、
鋳
銅
人
二
、
列
坐
於
司
馬
門
外
、
号
曰
翁
仲
。

起
土
山
於
芳
林
園
、
植
雑
木
善
草
、
捕
禽
獣
致
其
中
。
諫
者
皆
不
納
。
魏
主
有
疾
。
召
司
馬
懿
入
朝
、
以

曹
爽
為
大
将
軍
。
魏
主
叡
殂
。
僭
位
十
四
年
。
改
元
者
参
、
曰
太
和
・
青
龍
・
景
初
。
子
芳
立
。
是
為
廃

帝
邵
陵
厲
公
。
芳
八
歳
即
位
。
司
馬
懿
・
曹
爽
、
受
遺
詔
輔
政
。
懿
為
太
傅
。

魏
主
、
性
、
土
功
を
好
む
。
是
よ
り
先
、
既
に
許
昌
宮
を
治
む
。
後
に
又
、
洛
陽
宮
を
作
り
、
長
安
の

鐘
簴(

し
ょ
う
き
ょ)

・
橐
駝(

た
く
だ)
・
銅
人
・
承
露
盤
を
洛
陽
に
徙(

う
つ)

す
。
盤
折
れ
て
声
数
十
里

に
聞
こ
ゆ
。
銅
人
は
重
く
し
て
致
す
べ
か
ら
ず
。
乃
ち
大
い
に
銅
を
発
し
、
銅
人
二
を
鋳(

い)

て
、
司
馬

門
外
に
列
坐
せ
し
め
、
号
し
て
翁
仲
と
曰
ふ
。
土
山
を
芳
林
園
に
起
こ
し
、
雑
木
善
草
を
植
ゑ
、
禽
獣
を

捕
へ
て
其
の
中
に
致
す
。
諫(

い
さ)

む
る
者
、
皆
、
納(
い)

れ
ず
。
魏
主
、
疾(

や
ま
ひ)

有
り
。
司
馬
懿

を
召
し
て
入
朝
せ
し
め
、
曹
爽
を
以
て
大
将
軍
と
為
す
。
魏
主
・
叡
、
殂(

そ)

す
。
僭
位(

せ
ん
い)

す
る

こ
と
十
四
年
。
改
元
す
る
こ
と
参
、
太
和
・
青
龍
・
景
初
と
曰
ふ
。
子
・
芳
立
つ
。
是
を
廃
帝
邵
陵(

し

ょ
う
り
ょ
う)

の
厲
公(

れ
い
こ
う)

と
為
す
。
芳
、
八
歳
に
し
て
即
位
す
。
司
馬
懿
・
曹
爽
、
遺
詔(

い
し

ょ
う)

を
受
け
て
、
政(

ま
つ
り
ご
と)

を
輔(

た
す)

く
。
懿
を
太
傅(
た
い
ふ)

と
為
す
。

５
０
【
費
褘
と
姜
維
】
十
八
史
略

漢
自
丞
相
亮
既
亡
、
蔣
琬
為
政
。
楊
敏
毀
琬
曰
、
作
事
憒
憒
、
不
及
前
人
。
或
請
推
治
敏
。
琬
曰
、
吾

実
不
如
前
人
、
無
可
推
。
琬
卒
。
費
褘
・
董
允
、
為
政
。
公
亮
尽
忠
。
允
卒
。
姜
維
与
、
費
褘
並
為
政
。

漢
は
、
丞
相
・
亮
の
既
に
滅
び
し
よ
り
、
蔣
琬(

し
ょ
う
え
ん)

、
政
を
為
す
。
楊
敏
、
琬
を
毀(
そ
し)

り
て
曰
く
「
事
を
作(

な)

す
こ
と
憒
憒(

か
い
か
い)

た
り
、
前
人
に
及
ば
ず
」
と
。
或
ひ
と
、
敏
を
推
治

(

す
い
ち)

せ
ん
と
請
ふ
。
琬
曰
く
「
吾
、
実
に
前
人
に
如
か
ず
、
推
す
べ
き
無
し
」
と
。
琬
、
卒
す
。
費

褘(

ひ
い)

・
董
允(

と
う
い
ん)

、
政
を
為
す
。
公
亮(

こ
う
り
ょ
う)

に
し
て
忠
を
尽
く
す
。
允
、
卒
す
。

姜
維(

き
ょ
う
い)

、
費
褘
と
並
び
政
を
為
す
。

５
１
【
夏
侯
覇
、
蜀
に
亡
命
】
十
八
史
略

魏
曹
爽
驕
奢
無
度
。
司
馬
懿
殺
之
。
懿
為
魏
丞
相
、
加
九
錫
不
受
。
爽
之
党
夏
侯
覇
奔
蜀
。
姜
維
問
之

曰
、
懿
得
政
。
復
有
征
伐
志
否
。
覇
曰
、
彼
営
立
家
門
、
未
遑
外
事
。
有
鍾
士
季
者
。
雖
少
若
管
朝
政
、

呉
・
蜀
之
憂
也
。

魏
の
曹
爽(

そ
う
そ
う)

、
驕
奢(

き
ょ
う
し
ゃ)

に
し
て
度
無
し
。
司
馬
懿(

し
ば
い)

、
之
を
殺
す
。
懿
、

魏
の
丞
相
と
為
り
、
九
錫(

き
ゅ
う
し
ゃ
く)

を
加
ふ
れ
ど
も
受
け
ず
。
爽
の
党
の
夏
侯
覇(

か
こ
う
は)

、

蜀
に
奔(

は
し)

る
。
姜
維
、
之
に
問
ひ
て
曰
く
「
懿
、
政
を
得
た
り
。
復
た
征
伐
の
志
有
り
や
否
や
」
と
。

覇
曰
く
「
彼
、
家
門
を
営
立
し
て
、
未
だ
外
の
事
に
遑(

い
と
ま)

あ
ら
ず
。
鍾
士
季(

し
ょ
う
し
き)

と
い

ふ
者
有
り
。
少(

わ
か)

し
と
雖
も
若(

も)

し
朝
政
を
管
せ
ば
、
呉
・
蜀
の
憂
い
な
ら
ん
」
と
。
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５
２
【
司
馬
懿
の
死
】
十
八
史
略

魏
司
馬
懿
卒
。
以
其
子
師
為
撫
軍
大
将
軍
、
録
尚
書
事
。

魏
の
司
馬
懿
卒
す
。
其
の
子
師
を
以
て
、
撫
軍
大
将
軍
と
為
し
、
尚
書
の
事
を
録
せ
し
む
。

(

頼
山
陽
「
詠
三
国
人
物
十
二
絶
句
」
よ
り)

八
、
仲
達

心
甘
蜀
将
遺
巾
幗

手
辣
魏
軍
帰
戦
幢

三
馬
同
槽
終
幾
日

回
頭
群
鬣
去
過
江

心

甘
ん
ず

蜀

将

の
巾
幗
を
遺
る
を

こ
こ
ろ

あ
ま

し
ょ
く
し
ょ
う

き
ん
か
く

お
く

手

辣
に
し
て

魏
軍

戦
幢
を
帰
す

て

ら
つ

ぎ

ぐ
ん

せ
ん
ど
う

か
へ

三
馬
同
槽

終
に
幾
日
ぞ

さ
ん

ば

ど
う
そ
う

つ
ひ

い
く
に
ち

頭

を
回

せ
ば

群

鬣

去
り
て
江
を
過
ぐ

か
う
べ

め
ぐ
ら

ぐ
ん
り
ょ
う

さ

こ
う

す

鬣=

馬
の
た
て
が
み
。

三
馬
同
槽=

最
晩
年
の
曹
操
が
見
た
暗
示
的
な
夢
。

去
過
江=

『
晋
書
』
「
五
馬
浮
渡
江
、
一
馬
化
為
龍
」
。
司
馬
氏
の
西
晋
の
滅
亡
を
指
す
。

[

大
意]司

馬
仲
達
は
、
二
重
底
、
三
重
底
の
人
物
だ
っ
た
。
蜀
の
諸
葛
孔
明
か
ら
女
衣
巾
幗
を
贈
ら
れ
挑
発
さ
れ
て

も
、
冷
静
さ
を
保
ち
、
魏
軍
を
無
事
に
帰
還
さ
せ
た
。
彼
は
辣
腕
の
政
治
家
で
も
あ
っ
た
。

魏
の
曹
操
は
死
ぬ
直
前
、
夢
を
見
た
。
三
頭
の
馬
が
、
一
つ
の
か
い
ば
お
け(

槽)

に
頭
を
つ
っ
こ
み
、
も
ぐ
も
ぐ
と

餌
を
あ
さ
る
。
曹
操
は
、
自
分
が
見
た
予
知
夢
の
意
味
を
知
ら
ぬ
ま
ま
死
ん
だ
。
そ
の
後
、
司
馬
仲
達
と
二
人
の

息
子
が
、
曹
氏
の
魏
王
朝
を
乗
っ
取
っ
た
。
「
槽
」
は
「
曹
」
の
暗
示
だ
っ
た
。

司
馬
氏
の
天
下
も
短
か
っ
た
。
「
五
頭
の
馬
が
川
を
渡
る
。
一
頭
だ
け
が
龍
に
な
る
」
と
い
う
不
吉
な
童
謡
が

流
行
し
た
あ
と
、
司
馬
仲
達
を
初
代
皇
帝
と
す
る
西
晋
は
あ
え
な
く
滅
亡
し
た
。
童
謡
の
予
言
ど
お
り
、
長
江

を
わ
た
っ
て
逃
げ
た
王
族
の
一
人
が
、
東
晋
を
立
て
た
。

[

評]

権
力
も
、
つ
か
み
ど
こ
ろ
の
な
い
夢
や
童
謡
も
、
は
か
な
さ
と
い
う
点
で
は
紙
一
重
だ
。

[

参
考]

篠
崎
小
竹
は
、
東
晋
が
地
方
政
権
に
転
落
し
つ
つ
も
江
南
の
地
で
存
続
で
き
た
の
は
「
典
午
」(

司
馬
氏
の

ア
ナ
グ
ラ
ム)

の
連
中
に
と
って
は
過
分
の
幸
運
だ
った
、
と
評
し
て
い
る
。

５
３
【
孫
権
の
死
】
十
八
史
略

呉
主
殂
。
諡
曰
太
皇
帝
。
子
亮
立
。

呉
主
殂(

そ)

す
。
諡(

お
く
り
な)

し
て
太
皇
帝
と
曰
ふ
。
子
亮
立
つ
。

５
４
【
費
褘
の
死
】
十
八
史
略

漢
費
褘
、
汎
愛
不
疑
。
降
人
刺
殺
之
。
姜
維
用
事
、
数
出
兵
攻
魏
。

漢
の
費
褘
、
汎(

ひ
ろ)

く
愛
し
て
疑
は
ず
。
降
人
、
之
を
刺
殺
す
。
姜
維
、
事
を
用
い
、
数
〻(

し
ば

し
ば)

兵
を
出
だ
し
て
魏
を
攻
む
。
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５
５
【
司
馬
師
の
野
望
】
十
八
史
略

魏
李
豊
、
数
為
魏
主
所
召
。
司
馬
師
知
其
議
己
殺
之
。
魏
主
不
平
。
左
右
勧
誅
師
。
魏
主
不
敢
発
。
師

廃
魏
主
。
僭
位
十
六
年
。
改
元
者
二
、
曰
正
始
・
嘉
平
。
師
迎
立
高
貴
郷
公
。
是
為
廃
帝
。
名
髦
。
文
帝

之
孫
、
明
帝
之
姪
。
年
十
四
即
位
。

魏
の
李
豊
、
数
〻
（
し
ば
し
ば
）
魏
主
の
召
す
所
と
為
る
。
司
馬
師
、
其
の
己
を
議
す
る
こ
と
を
知
り

て
之
を
殺
す
。
魏
主
、
平
ら
か
な
ら
ず
。
左
右
、
師
を
誅
せ
ん
こ
と
を
勧
む
。
魏
主
、
敢
え
て
発
せ
ず
。

師
、
魏
主
を
廃
す
。
僭
位(

せ
ん)
す
る
こ
と
十
六
年
。
改
元
す
る
こ
と
二
、
正
始
・
嘉
平
と
曰
ふ
。
師
、

高
貴
郷
公
を
迎
立
す
。
是
を
廃
帝
と
為
す
。
名
は
髦(

ぼ
う)

。
文
帝
の
孫
に
し
て
、
明
帝
の
姪(

て
つ)

な

り
。
年
十
四
に
し
て
即
位
す
。

５
６
【
司
馬
昭
の
専
横
】
十
八
史
略

揚
州
都
督
毌
丘
険
・
刺
史
文
欽
、
起
兵
討
司
馬
師
。
師
撃
敗
之
。
師
卒
。
弟
昭
為
大
将
軍
、
録
尚
書
事
。

已
而
為
大
都
督
、
仮
黄
鉞
。
揚
州
都
督
諸
葛
誕
、
起
兵
討
昭
。
昭
攻
殺
之
。
昭
為
相
国
、
封
晋
公
。
加
九

錫
不
受
。

揚
州
都
督
・
毌
丘
倹(

か
ん
き
ゅ
う
け
ん)

、
刺
史
・
文
欽
、
兵
を
起
こ
し
て
司
馬
師
を
討
つ
。
師
、
撃

ち
て
之
を
敗
る
。
師
、
卒
す
。
弟
の
昭
、
大
将
軍
と
為
り
、
録
尚
書
事
と
為
る
。
已(

す
で)

に
し
て
大
都

督
と
為
り
、
黄
鉞(

こ
う
え
つ)

を
仮(

か)

る
。
揚
州
の
都
督
・
諸
葛
誕
、
兵
を
起
こ
し
て
昭
を
討
つ
。
昭
、

之
を
攻
め
殺
す
。
昭
、
相
国(

し
ょ
う
こ
く)

と
為
り
、
晋
公
に
封
ぜ
ら
る
。
九
錫
を
加
ふ
れ
ど
も
受
け
ず
。

５
７
【
呉
の
内
訌
】
十
八
史
略

呉
主
亮
親
政
。
数
出
中
書
、
視
太
帝
時
旧
事
。
嘗
食
生
梅
索
蜜
。
蜜
中
有
鼠
矢
。
召
蔵
吏
問
曰
、
黄
門

従
爾
求
蜜
邪
。
吏
曰
、
向
求
不
敢
与
。
黄
門
不
服
。
令
破
鼠
矢
。
矢
中
燥
。
因
大
笑
曰
、
若
矢
先
在
蜜
中
、

中
外
倶
湿
。
今
外
湿
内
燥
。
必
黄
門
所
為
也
。
詰
之
果
服
。
左
右
驚
慄
。
大
将
軍
孫
綝
、
以
其
多
所
難
問

称
疾
不
朝
。
以
兵
囲
宮
、
廃
亮
為
会
稽
王
、
迎
立
瑯
琊
王
休
。
休
立
。
以
綝
為
丞
相
。
綝
又
無
禮
於
新
君
。

遂
被
誅
。

呉
主
・
亮
、
親
政
す
。
数
〻
中
書
に
出
で
て
、
太
帝
の
時
の
旧
事
を
視
る
。
嘗
て
生
梅
を
食
ら
ひ
て
、

蜜
を
求
む
。
蜜
中
に
鼠
矢(

そ
し)

有
り
。
蔵
吏(

ぞ
う
り)

を
召
し
て
問
ひ
て
曰
く
「
黄
門
、
爾(

な
ん
ぢ)

よ
り
蜜
を
求
め
し
か
」
と
。
吏
曰
く
「
向(

さ
き)

に
求
め
し
も
敢
て
与
へ
ざ
り
き
」
と
。
黄
門
、
服
せ
ず
。

鼠
矢
を
破
ら
し
む
。
矢
中(

し
ち
ゅ
う)

、
燥(

か
は)

く
。
因(

よ)

り
て
大
笑
し
て
曰
く
「
若(

も)

し
矢
、

先
よ
り
蜜
中
に
在
ら
ば
、
中
外
倶(

と
も)

に
湿(

う
る
ほ)

は
ん
。
今
、
外
湿
ひ
内
燥
く
。
必
ず
や
黄
門
の

為
す
所
な
ら
ん
」
と
。
之
を
詰(

な
じ)

れ
ば
果
た
し
て
服
せ
り
。
左
右
、
驚
き
慄(

お
の
の)

く
。
大
将
軍

孫
綝(

そ
ん
ち
ん)

、
其
の
難
問
す
る
所
多
き
を
以
て
、
疾(

や
ま
ひ)

と
称
し
て
朝
せ
ず
。
兵
を
以
て
宮
を

囲(

か
こ)

み
、
亮
を
廃
し
て
会
稽
王
と
為
し
、
瑯
琊
王(

ろ
う
や
お
う)

・
休
を
迎
え
立
つ
。
休
立
つ
。
綝

を
以
て
丞
相
と
為
す
。
綝
、
又
、
新
君
に
礼
無
し
。
遂
に
誅
せ
ら
る
。
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５
８
【
魏
帝
殺
害
】
十
八
史
略

魏
主
髦
見
威
権
日
去
、
不
勝
其
忿
。
曰
、
司
馬
昭
之
心
、
路
人
所
知
也
。
率
殿
中
宿
衛
蒼
頭
・
官
僮
、

鼔
譟
出
、
欲
誅
昭
。
昭
之
党
賈
充
、
入
与
魏
主
戦
、
成
済
抽
戈
刺
魏
主
髦
。
殞
于
車
下
。
追
廃
為
庶
人
。

僭
位
七
年
。
改
元
者
二
、
曰
正
元
・
甘
露
。
司
馬
昭
迎
立
常
道
郷
公
璜
。
是
為
魏
元
皇
帝
。
常
道
郷
公
元

皇
帝
、
初
名
璜
、
燕
王
宇
之
子
、
操
之
孫
也
。
年
十
五
即
位
。
改
名
奐
。

魏
主
・
髦(

ぼ
う)
、
威
権
、
日
に
去
る
を
見
て
、
其
の
忿(

い
か
り)

に
勝(

た)

へ
ず
。
曰
く
「
司
馬
昭

の
心
は
路
人
も
知
る
所
な
り
」
と
。
殿
中
の
宿
衛
・
蒼
頭(

そ
う
と
う)

・
官
僮(

か
ん
ど
う)

を
率
ゐ
て
、

鼔
譟(

こ
そ
う)

し
て
出
で
、
昭
を
誅
せ
ん
と
欲
す
。
昭
の
党
賈
充(

か
じ
ゅ
う)

、
入
り
て
魏
主
と
戦
ひ
、

成
済
、
戈
を
抽(

ぬ)

き
て
魏
主
・
髦
を
刺
す
。
車
下
に
殞(

お)

つ
。
追
廃(

つ
い
は
い)

し
て
庶
人(

し
ょ

じ
ん)

と
為
す
。
僭
位(

せ
ん
い)

す
る
こ
と
七
年
。
改
元
す
る
こ
と
二
、
正
元
・
甘
露
と
曰
ふ
。
司
馬
昭
、

常
道
郷
公
・
璜(

こ
う)

を
迎
へ
立
つ
。
是
を
魏
の
元
皇
帝
と
為
す
。
常
道
公
元
皇
帝
、
初
め
の
名
は
璜
、

燕
王
宇
の
子
、
操
の
孫
な
り
。
年
十
五
に
し
て
即
位
す
。
名
を
奐(

か
ん)

と
改
む
。

５
９
【
諸
葛
瞻
、
戦
死
】
十
八
史
略

漢
姜
維
屢
伐
魏
。
司
馬
昭
患
之
、
遣
鄧
艾
・
鍾
会
、
将
兵
入
寇
。
会
従
斜
谷
・
駱
谷
・
子
午
谷
、
趨
漢

中
、
艾
自
狄
道
、
趨
甘
松
・
沓
中
、
以
綴
姜
維
。
維
聞
会
聞
已
入
漢
中
、
引
兵
従
沓
中
還
。
艾
追
躡
之
大

戦
。
維
敗
走
、
還
守
剣
閣
、
以
拒
会
。
艾
進
至
陰
陰
平
、
行
無
人
之
地
七
百
里
鑿
山
通
道
、
造
作
橋
閣
。

山
高
谷
深
。
艾
以
氈
自
裹
、
推
転
而
下
。
将
士
皆
攀
木
縁
崖
、
魚
貫
而
進
。
至
江
油
。
以
書
誘
漢
将
諸
葛

瞻
。
瞻
斬
其
使
。
列
陣
綿
竹
以
待
。
敗
績
。
漢
将
軍
諸
葛
瞻
死
之
。
瞻
子
尚
曰
、
父
子
荷
国
重
恩
。
不
早

斬
黄
皓
、
使
敗
国
殄
民
。
用
生
何
為
。
策
馬
冒
陳
而
死
。

漢
の
姜
維(

き
ょ
う
い)

、
屢
〻(

し
ば
し
ば)

魏
を
伐
つ
。
司
馬
昭
、
之
を
患(

う
れ)
ふ
。
鄧
艾(

と
う

が
い)

・
鍾
会
を
し
て
、
兵
を
将(

ひ
き)

ゐ
て
入
寇(

に
ゅ
う
こ
う)

せ
し
む
。
会
は
斜
谷(
や
こ
く)

・
駱

谷(

ら
く
こ
く)

・
子
午
谷(

し
ご
こ
く)

よ
り
漢
中
に
趨(

お
も
む)

き
、
艾
は
狄
道(

て
き
ど
う)
よ
り
甘
松

・
沓
中(

と
う
ち
ゅ
う)

に
趨
き
、
以
て
姜
維
を
綴(

て
い)

す
。
維
、
会
の
已
に
漢
中
に
入
る
を
聞
き
、
兵

を
引
ゐ
て
沓
中
よ
り
還
る
。
艾
、
之
を
追
躡(

つ
い
し
ょ
う)

し
て
大
い
に
戦
ふ
。
維
、
敗
走
し
、
還
り
て

剣
閣
を
守
り
、
以
て
会
を
拒(

ふ
せ)

ぐ
。
艾
、
進
み
て
陰
平
に
至
り
、
無
人
の
地
を
行
く
こ
と
七
百
里
、

山
を
鑿(

う
が)

ち
て
道
を
通
じ
、
橋
閣
を
造
作
す
。
山
高
く
谷
深
し
。
艾
、
氈(

せ
ん)

を
以
て
自
ら
裹(

つ

つ)

み
、
推
転
し
て
下
る
。
将
士
、
皆
木
に
攀(

よ)

ぢ
崖
に
縁(

よ)

り
、
魚
貫(

ぎ
ょ
か
ん)

し
て
進
む
。

江
油
に
至
る
。
書
を
以
て
漢
の
将
・
諸
葛
瞻(

し
ょ
か
つ
せ
ん)

を
誘
ふ
。
瞻
、
其
の
使
ひ
を
斬
り
、
陣
を

綿
竹
に
列
し
て
以
て
待
つ
。
敗
績
す
。
漢
の
将
・
諸
葛
瞻
、
之
に
死
す
。
瞻
の
子
・
尚
曰
く
「
父
子
、
国

の
重
恩
を
荷
ふ
。
早
く
に
黄
皓
を
斬
ら
ず
、
国
を
敗(

や
ぶ)

り
民
を
殄(

て
ん)

せ
し
む
。
用(

も
っ)

て
生

く
る
も
何
を
か
為
さ
ん
」
と
。
馬
に
策(

む
ち
う)

ち
陳(

じ
ん)

を
冒
し
て
死
す
。

６
０
【
蜀
漢
滅
亡
】
十
八
史
略

漢
人
不
意
魏
兵
卒
至
、
不
為
城
守
。
乃
遣
使
奉
璽
綬
、
詣
艾
降
。
皇
子
北
地
王
諶
怒
曰
、
若
理
窮
力
屈
、

禍
敗
将
及
、
便
当
父
子
君
臣
、
背
城
一
戦
、
同
死
社
稷
、
以
見
先
帝
可
也
。
奈
何
降
乎
。
帝
不
聴
。
諶
哭

於
昭
烈
之
廟
、
先
殺
妻
子
而
後
自
殺
。
艾
至
成
都
。
帝
出
降
。
魏
封
為
安
楽
公
。
帝
在
位
四
十
一
年
、
改

元
者
四
、
曰
建
興
・
延
煕
・
景
耀
・
炎
興
。
右
自
高
帝
元
年
乙
未
、
至
後
帝
禅
炎
興
癸
未
、
凡
二
十
六
帝
、
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通
四
百
六
十
九
年
而
漢
亡
。

漢
人
、
魏
兵
の
卒(

に
は
か)

に
至
る
を
意(

お
も)

は
ず
、
城
守(

じ
ょ
う
し
ゅ)

を
為
さ
ず
。
乃
ち
使
ひ

を
遣
は
し
て
璽
綬(

じ
じ
ゅ)

を
奉
ぜ
し
め
、
艾(

が
い)

に
詣(

い
た)

り
て
降
る
。
皇
子(

こ
う
し)

・
北
地

王
・
諶(

し
ん)

、
怒
り
て
曰
く
「
若
し
、
理
窮
ま
り
力
屈
し
、
禍
敗(

か
は
い)

将(

ま
さ)

に
及
ば
ん
と
せ

ば
、
便(

す
な
わ)
ち
当(

ま
さ)

に
父
子
君
臣
、
城
を
背
に
し
て
一
戦
し
同
じ
く
社
稷
に
死
し
、
以
て
先
帝

に
見(

ま
み)

え
ば
可
な
る
べ
し
。
奈
何(

い
か
ん)

ぞ
降
ら
ん
」
と
。
帝
、
聴
か
ず
。
諶
、
昭
烈
の
廟
に
哭

し
、
先
づ
妻
子
を
殺
し
て
後
に
自
殺
す
。
艾
、
成
都
に
至
る
。
帝
、
出
で
て
降
る
。
魏
、
封
じ
て
安
楽
公

と
為
す
。
帝
、
在
位
す
る
こ
と
四
十
一
年
、
改
元
す
る
こ
と
四
、
建
興
・
延
煕(

え
ん
き)

・
景
耀(

け
い

よ
う)

・
炎
興
と
曰
ふ
。
右
、
高
帝
の
元
年
乙
未(

い
つ
び)

よ
り
、
後
帝
・
禅
の
炎
興
癸
未(

き
び)

に
至

る
ま
で
、
凡(

す
べ)

て
二
十
六
帝
、
通
じ
て
四
百
六
十
九
年
に
し
て
漢
亡
び
た
り
。

６
１
【
孫
皓
】
十
八
史
略

呉
主
休
殂
。
諡
曰
景
皇
帝
。
兄
子
烏
程
侯
皓
立
。

呉
主
・
休
、
殂(

そ)

す
。
諡(

お
く
り
な)

し
て
景
皇
帝
と
曰
ふ
。
兄
の
子
・
烏
程
侯(

う
て
い
こ
う)

皓

(

こ
う)

立
つ
。

参
考
・
呉
王
朝
の
皇
帝

１
孫
権
（
大
帝
）

２
孫
亮
（
会
稽
王
・
廃
帝
）

３
孫
休
（
景
帝
）

４
孫
皓
（
末

帝
。
帰
命
侯
。
孫
権
の
孫
）

６
２
【
西
晋
、
成
立
】
十
八
史
略

魏
司
馬
昭
、
先
是
已
受
九
錫
。
已
而
進
爵
為
晋
王
。
昭
卒
、
子
炎
嗣
。
魏
主
奐
僭
位
六
年
、
改
元
二
、

曰
景
元
・
咸
煕
。
炎
迫
魏
主
禅
位
、
封
為
陳
留
王
。
後
卒
。
晋
人
諡
之
曰
元
。
魏
自
曹
丕
至
是
凡
五
世
、

四
十
六
年
而
亡
。
自
漢
亡
後
、
又
歴
甲
申
、
闕
正
統
一
年
。

魏
の
司
馬
昭
、
是
よ
り
先
、
已
に
九
錫
を
受
く
。
已
に
し
て
爵
を
進
め
て
晋
王
と
為
る
。
昭
卒
し
、
子

の
炎
、
嗣(

つ)

ぐ
。
魏
主
奐
、
僭
位
す
る
こ
と
六
年
、
改
元
す
る
こ
と
二
、
景
元
・
咸
煕(

か
ん
き)

と
曰

ふ
。
炎
、
魏
主
に
迫
り
て
位
を
禅(

ゆ
ず)

ら
し
め
、
封
じ
て
陳
留
王
と
為
す
。
後
、
卒
す
。
晋
人
、
之
に

諡
し
て
元
と
曰
ふ
。
魏
、
曹
丕
よ
り
是(

こ
こ)

に
至
る
ま
で
凡
て
五
世
、
四
十
六
年
に
し
て
亡
ぶ
。
漢
亡

び
て
よ
り
後
、
又
、
甲
申(

こ
う
し
ん)

を
歴(

へ)

て
、
正
統
を
闕(

か)

く
こ
と
一
年
な
り
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
一
日

第
一
稿

十
二
月
五
日

小
修
正

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
三
日

川
柳
追
加

二
月
十
日

吉
川
英
治
『
三
国
志
』
引
用
追
加

三
月
十
七
日

引
用
追
加

三
月
二
十
四
日

追
加


